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三
種
及
び
二
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施

　
昭
和
五
十
三
年
度
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種
混
合
（
二
回

目
）
及
び
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
二

種
混
合
予
防
接
種
を
下
記
の
日
程
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
第
二
期
〈
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
二
種
混
合
〉
昭
和
四
十
九
年

六
月
一
日
～
九
月
三
十
日
ま
で
に
生

れ
た
者
第
一
期
〈
百
日
咳
・
ジ
フ

テ
リ
ア
・
破
傷
風
三
種
混
合
〉
昭
和

四
十
九
年
十
月
一
日
～
五
十
一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、
前
回

一
回
目
接
種
を
受
け
た
者
と
、
未
実

施
者
　
※
第
一
期
は
三
回
接
種
で
完
了
と

　
な
り
ま
す
が
、
最
低
二
回
接
種
を

　
受
け
る
事
で
完
了
と
み
な
し
ま
す
。
　
　
一
回
接
種
と
な
り
ま
す
．

　
第
二
期
は
、
第
一
期
完
了
の
翌
年
　
　
接
種
前
の
注
意
　
■
前
日
入
浴
を
さ

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

十
日
町
全
区

　
　
　
）

4
月
3
日
偵

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

新
座
・
大
井
田

4
月
4
日
㈹

高
田
町
四
・
五
丁
目

下
　
条
　
全
　
区

4
月
5
日
困

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

川
治
（
高
田
町
四
・

五
除
く
）
全
区

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

川
治
公
民
館

六
　
箇
　
全
　
区

吉
　
田
　
全
　
区

4
月
6
日
困

午
後
2
時
～
2
時
3
0
分

吉
田
出
張
所

中
　
条
　
全
　
区

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

中
条
公
民
館

水
　
沢
　
全
　
区

4
月
7
日
樹

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

水
沢
出
張
所

憾

　　留による被害状況を
　　　　　　　　　お知らせ下さい

　今冬も昨冬同様ドカ雪型の豪雪となり、家屋等の被

害が発生したところが多数あるものと思われます。

　市讐害対策室では、この雪による被害状況をまとめ

ています。

　調査の資料収集は、市政事務嘱託員を通じて行いま

すので・家屋の倒壊、破損、浸水、人身事故などが発

生した世帯は、3月24日までに被害状況を嘱託員にお

知らせ下さい。

灘

せ
清
潔
な
肌
着
の
着
用
を
■
接
種
日

は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。
特
に
第

一
期
該
当
者
は
お
子
さ
ん
の
体
調
に

』』＿、．かしこ匁蛸嚢者⑬

‘ゆずりは．を発行

　新潟県消費者協会は、設立10

周年を記念して、体験を生かし

た消費のしつけ“ゆずりは．を

発行しました。

　これは、文庫本サイスで、消

費者教育の第一歩としての「家

庭における消賛のしつけ」の体

験をもとに、200頁にわたって

まとめあげたものです。

　価格は一冊400円です。ご希

望の万は而商工課内消費者協会

事務局までお申し込み下さい。

注
意
を
目
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著

し
い
者
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認

め
た
者
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
■
問

診
票
は
責
任
を
も
っ
て
正
確
に
記
入

し
て
下
さ
い
。

4
月
に
福
祉
年
金
が

　
　
　
　
　
支
払
わ
れ
ま
す

　
い
ま
ま
で
福
祉
年
金
の
支
払
い
月

は
、
一
月
、
五
月
、
九
月
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
の
国
民
年
金
法

の
改
正
で
四
月
、
八
月
、
十
二
月
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の

支
払
い
は
一
ヵ
月
づ
っ
繰
上
が
り
ま

す
。　
こ
の
た
め
、
こ
と
し
最
初
の
年
金

　
総
務
課
で
扱
っ
て
い
る
仕
事
の
内

容
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
秘
書
係
　
秘
書
・
渉
外
・
儀
式
及

び
ほ
う
賞
に
関
す
る
こ
と
。

　
職
員
係
　
市
職
員
の
人
事
・
給
与

研
修
・
職
員
団
体
な
ど
職
員
の
福
利

厚
生
・
特
別
職
に
伴
な
う
事
務
等
。

　
行
政
文
書
係
　
市
政
事
務
嘱
託
員

市
議
会
の
招
集
議
案
・
市
の
条
例
・

規
程
・
防
災
対
策
・
文
書
発
送
受
付

事
務
及
び
庁
舎
管
理
、
庁
用
自
動
車

の
集
中
管
理
等
．

　
市
民
と
市
の
パ
イ
プ
役
の
嘱
託
員

の
皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
．
市
政
事
務

に
．
こ
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
岩
田
総
務
課
長
）

は
四
月
十
一
日
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
受
け
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
渡
辺
春
吉
・
…
－
文
房
具
（
鉛
筆

二
十
ニ
ダ
ー
ス
、
ノ
ー
ト
六
十
冊
）

▼
十
日
町
地
区
同
盟
青
年
婦
人
会
議

　
：
・
九
万
四
千
八
百
七
十
二
円
　
▼

重
野
芳
蔵
－
…
⊥
万
五
千
百
五
十
円

▼
小
海
一
良
…
…
三
万
円
（
香
典
返

し
）
　
▼
中
央
ク
ラ
ブ
（
島
田
道
夫

会
長
）
・
…
：
八
千
三
百
三
十
円
　
▼

歯
車
会
…
－
七
万
三
千
二
百
円
　
▼

しラ
。
ワ
σ

お
，晦
笠

　
　
　
、
ノ

　
ま
ー
“

奏
都
躍

　
『
朽
曳
a
箋

度
噛
ね

そ
噛
り

あ
め
名
ヒ
う

こ
空
“
容
3

㌃
．
．

較
へ

市
農
協
婦
人
部
メ
ダ
カ
グ
ル
ー
プ
…

…
五
千
円
　
▼
中
林
昌
子
…
…
．
．
一
万

円
（
香
典
返
し
）
　
▼
林
福
市
…
－

五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
駄

雷
㌧
拶
2
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

○
長
か
っ
た
冬
も
、
共
う
や
く
終
り

を
告
げ
、
春
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て

い
る
よ
う
で
す
。

○
今
冬
の
最
高
積
雪
は
、
二
月
二
十

四
日
観
測
の
市
街
地
、
、
一
百
九
㎝
、
市

内
最
高
（
塩
之
又
）
四
百
四
十
五
㎝

と
い
う
も
の
す
ご
さ
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
毎
日
は
、
市
役
所
も
市
民
も

冬
の
後
始
末
に
精
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

O
市
議
会
第
↓
回
定
例
会
は
、
三
月

六
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ

の
議
会
は
、
別
名
予
算
議
会
と
も
呼

ば
れ
、
五
十
三
年
度
の
予
算
が
審
議

さ
れ
ま
す
。
全
国
的
な
不
況
の
な
か

市
税
収
入
も
ま
た
伸
び
悩
み
、
苦
し

い
台
所
で
す
が
、
一
般
経
常
費
を
極

力
抑
え
、
建
設
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
四
月
十
日

号
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■市勢／人ロ…50．479人（男24．691・女25．788人）／世帯数…11．973／面積…211．44k㎡（2月1日現在）

昭和53年4月旧日発行

膨

編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認可（1部6円）
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℃臥や

予算の主な使いみち堅穰53蜜癖・

　　　　　単位万円
（第3種郵便物認可）昭和53隼4月10日

費　　目 主　な　る　事　業 予算額

土木費関係

市道改良舗装事業
国撮適改良工事負担金
『市道舗装屠綴材料

橋饗架替事業
消欝濾殻整簾事業
除讐機械整備事業
除雪センター建設事業
基礎集落圏防雪体制整備事業
河川改修工事
急傾斜地崩壊対策事業負担金
新座線改良事業
南新田及び十日町公園造成事業
田川市営住宅建設事業
下水道事業（一般会計繰出金）

3億3，819
　3，625
　3。烈翼》

　　770
　5，2駅｝

　1．920
　5，027
　3、茜44
　1，8【XD

　　6（頁1
　4，〔賊｝

　1，6二姶

　8，86：
1億1，919

教育費関係

私立　　園新設補助
学校修繕工事一

鐙島小佼舎及び屋体改築工事
．六箇小プール浄化槽工事
鐙島小敷地買収費
十日町中・水沢中グラウンド整備事業
野中小大石分校増築工事
中条中改築事業
博物館展示工事等
公民館・市民体育館防火設備工事
信濃川運動公園造成工事
青少年野外スポーツセンター建設事業
市民体育館給水管布設工事等
十日鷺「4、ボイラー設黛及び高圧受鑑設備工事

　　800
　2，昼13
1億1，849

　　㎜
　　39：
　　530
　　140
　9，710
　3，007

　　㈹
　2，860
　2，590

　　甥
　　740

段生費関係

　神弱者　護措置費
養護老人ホーム措置委託料
老人籔療費
老人医療費助成事業
身体障害者福筏費
児童措量費
へき地保育所委託料
生活保護費（扶助費のみ》
潤民年金事務費

　3，373
　4，162
1億8，002

　　644
　4，46ユ
2億7，564
1億0，572
2億5，981
　2，717

農林水産業

費　燭　係

　定農由　擬輿特別翁策　業費擁助金
新潟県農抹水産擬輿事業費補助金
水田利用再編対策特簿撒資資金貸付金
家畜糞尿土壊還元施設整徽事業
土地改良事業補助金
団体営農道補装事業
は場整儲事業費
国土調査事業費
苗場山ろく開発推進事業費

2，065

1，216

2，000

㎜
2
， 217
3，990

1，306

5，855

1446

商工費関係

産業育資金貸付金
中小企業振興資金貸付金
商工組合中央金庫預託金
雪まつり黍託料
魚沼スカイライン渕発組合負担金
商工業振輿補助金等

　9，200
　7，000
1億5，000

　　㎜
　　醐
　2，257

労　　　係 託 5500

総務費関係

庁舎内装及ぴ庁舎東側章庫整備工事
庁朋自動毒
交通安全：対策費

久期集落保安要員報酬

　507
　471
5，024

㈱

衛生費関係

妊産婦乳児医療費助成費
結核予防委託料
防疫薬剤購入補助金
公害防止施設改善資金貸付金
へき地医療対策費
簡水及び診療所特別会計繰出金

1，404

　477
　310
2，000

1，034

5，962

一部事務組
合　関　係

広域　務組。負担
衛生施設組合負担金
伝染病舎組合負担金

2億3，563
2億3，204
　1，834

　去る3月6日から18目まで　　▼　D。．、

開かれた市議会第1回定例会で昭和　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ53年度予算がきまり、新たに昭和53年度市政　　　　　．

のスタートがきられました。新年度一般会計の歳　　　　　　ミ

入歳出の予算総額は62億5，600万円（52年度は57億9，600万

4干円）と前年度対比で7．9％の増となり、特別会計の予算総額23億

740万4干円をあわせると、総額で85億6，340万4千円、14．4％の増

という大規模な予算になりました。今回は、これから1年間みなさ

んの暮らしと深いかかわりあいを持ちながら、住みよい、魅力ある

“町，，をつくりあげるための“当初予算，，を紹介します。

交
付
税
依
存
度

　
　
　
　
　
　
　
強
ま
る

道
路
・
教
育
・
福
祉
の
三
本
柱
を
中
心
に

　
昭
和
五
十
年
以
来
、
三
年
続
き
の
経
済
不
況
で
、
当
市
の
昨
年
度
予
算

は
法
人
市
民
税
の
減
収
に
よ
り
、
一
時
は
完
全
消
化
は
難
か
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
．
し
か
し
そ
の
後
、
地
方
交
付
税
・
市
債
の
増

額
に
よ
っ
て
、
ま
ず
順
調
な
財
政
運
営
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
予
算
で
も
、
き
び
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
市
税
の
増
収
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
も
一
般
経
常
費
を
極
力
抑
え
、
市
総
合
計

画
の
推
進
と
市
民
要
望
の
実
現
等
を
第
一
義
と
し
イ
＼
精
い
っ
ぱ
い
工
夫

を
こ
ら
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

ツ　　　地方交付税
　　　18億4，000万円

　　　　29．4％

　
円
　
千
／
。

費
3
9

　
万
9

生
％
皿

　
　
民
億

　
1
3

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を
み
ま
す
と

別
表
の
よ
う
に
、
地
方
交
付
税
が
十

八
億
四
千
万
円
で
歳
入
総
額
の
二
十

九
・
四
幹
を
占
め
、
初
め
て
市
税
を

上
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年

度
対
比
で
二
十
五
・
二
育
増
を
見
込
ん

だ
こ
と
と
、
市
税
に
お
い
て
七
千
万

円
、
四
・
二
音
の
減
収
が
主
な
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
．
自
主
財
源
の
低

下
は
や
む
を
え
な
い
事
情
と
は
い
い

な
が
ら
、
残
念
な
傾
向
で
す
。

　
ま
た
、
国
県
の
補
助
金
は
二
・
九
暫

増
と
前
年
度
並
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
は
二
十
五
・
二

罫
の
減
、
使
用
料
及
び
手
数
料
で
は

二
百
十
九
・
三
暫
と
大
巾
な
増
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
へ
き
地
保
育

所
の
保
育
料
を
県
の
指
導
に
よ
り
、

負
担
金
か
ら
使
用
料
に
変
更
し
た
た

め
で
す
。

　　　　　　　　　市債　　　　　＼
　　　　　　　　5億7，850
　　　　　その他　　　万円　　　　市　税
金及ぴ　　　　　　　　9．3％
金　　　3億8，595万　　　　　　　15億7，360万円
1，084　　　　3千円

翻激入6・1％　　25－2％
　　4億8・謝万　歳入
　　7千円　　7．7％

　　　　　　　　　　62億5，600

担
担
億
　
－

分
負
－

国県支出金

12億8，329万円

　　　20．5％

その他
2億4，081万9千円
3．8％

消防費
2億2，545万4千円

3．6％￥

4億4，390万9千円

7．1％　　　　1

歳　出

62億5，600
”蔽費　　　　　　　　土木費
4億6，541万　　　　万円　　11億7，900万

4千円　　　　　　　　　　　　　　　　6千円
7，4％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．896

　　　総務費
　　6億7，354万円
　　　　10。8％　　教育費
　　　　　　　　　9億8，055万6千円

　　　　　　　　　　　15．7％

　
寄
付
金
は
市
道
舗
装
の
地
．
兀
負
担

を
三
分
の
一
軽
減
し
ま
し
た
の
で
、

大
巾
に
減
額
に
な
り
ま
し
た
．

　
市
債
は
前
年
度
の
博
物
館
建
設
の

よ
う
な
市
単
独
の
大
き
な
起
債
事
業

が
な
い
た
め
、
二
・
一
新
と
わ
ず
か
の

減
額
に
な
り
ま
し
た
．

総
合
計
画
を

　
　
　
重
点
的
に
推
進

　
歳
出
面
で
は
、
従
来
ど
お
り
市
の

重
点
施
策
で
あ
る
、
道
路
交
通
網
の

整
備
、
教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行

政
の
推
進
を
予
算
編
成
の
基
調
と
し
、

　
　
　
　
り

財
政
状
況
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、

一
般
経
常
費
を
極
力
抑
え
て
建
設
事

業
の
実
現
を
は
か
り
ま
し
た
。
ま
た

特
に
今
年
度
は
、
通
年
予
算
化
を
強

め
、
従
来
は
除
雪
費
、
国
県
事
業
負

担
金
、
一
部
需
用
費
等
は
年
度
途
中

で
追
加
補
正
し
て
い
た
の
を
、
当
初

予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
五
十
四
年
度
に

建
設
を
計
画
し
て
い
た
鐙
島
小
学
校

の
屋
内
体
育
館
を
今
年
度
に
繰
上
げ

て
予
算
化
し
ま
し
た
が
、
総
額
で
は

十
七
億
三
千
四
百
四
十
八
万
三
千
円

と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
七
・
六
育

減
、
予
算
全
体
の
二
十
七
・
七
暫
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険

会
計
で
、
去
る
二
月
一
日
か
ら
医
療

費
が
九
・
六
智
ア
ッ
プ
に
な
り
、
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

算
総
額
も
十
八
・
二
暫
増
の
十
三
億

六
千
三
百
五
十
八
万
八
千
円
に
な
り

ま
し
た
．
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
吉

田
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工
事
等
を
計

（第3種郵便物認可》昭和53年4月10日とお」『93（3）

画
し
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
で
は
，
　
　
七
千
円
で
、
ひ
き
つ
づ
き
管
渠
工
事

第
三
期
拡
張
事
業
が
三
年
目
を
む
か
　
を
中
心
に
計
画
を
す
す
め
ま
す
。
診

え
ま
し
た
。
下
水
道
事
業
で
は
、
八
　
　
療
所
特
別
会
計
は
総
額
二
千
三
百
三

十
五
欝
増
の
六
億
四
千
百
八
十
三
万
　
十
八
万
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
除
雪
セ
ン
タ
ー
を
建
設

■
歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
土
木
費
は
十
一
億

七
千
九
百
万
六
千
円
で
、
特
に
今
年

度
は
市
道
の
舗
装
事
業
を
大
巾
に
の

ば
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
河
川

改
修
工
事
三
ヵ
所
、
橋
梁
で
は
蕪
柵

橋
の
架
替
を
予
定
し
て
い
ま
す
．
ま

た
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て
新
座
線

改
良
工
事
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
と

し
て
十
日
町
公
園
の
継
続
事
業
、
南

新
田
公
園
の
造
成
。
特
に
雪
害
対
策

関
係
で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
布
設
を
四

ヵ
所
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、
除
雪
セ

ン
タ
ー
建
設
、
基
礎
集
落
圏
防
雪
体

制
整
備
事
業
（
継
続
）
、
除
雪
機
械
購

入
、
小
型
雪
上
車
購
入
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
老
朽
化
し
た
市
営

㎜

27，747円

92，231円

32，428円

114β78円

31，160円

123，881円

　　’ン・

一　，　一．　♂

100，

50

　　51年　　　　　52年　　　　　53年

國醐騰りが□離騰りに
　　　　　　　　　　　（人口50，500人）

住
宅
の
建
替
に
つ
し
て
は
、
田
川
市

営
住
宅
を
鉄
筋
三
階
建
で
建
設
す
る

計
画
で
す
。

鐙
島
小
学
校
等
を
改
築

　
教
育
費
で
は
、
二
年
目
に
は
い
っ

た
中
条
中
学
校
及
び
鐙
島
小
学
校
の

改
築
事
業
。
博
物
館
に
つ
い
て
は
、

建
物
が
竣
工
し
ま
し
た
の
で
、
本
年

度
は
内
部
の
展
示
施
設
の
整
備
を
行

い
、
来
年
五
月
開
館
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
信
濃
川
運
動
公
園
で
は
、
三

ヵ
年
計
画
の
最
後
の
年
と
し
て
、
野

球
場
一
面
、
サ
ッ
カ
ー
場
一
面
の
造

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青

少
年
野
外
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
市
民
プ
ー
ル
の
隣
に
子
供
用
プ

歳出性質別分析表

維持補修費3．1％

ー
ル
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
学

校
関
係
で
は
、
十
日
町
小
学
校
屋
上

防
水
工
事
、
水
沢
小
学
校
屋
内
体
育

館
屋
根
葺
替
工
事
等
。
そ
の
ほ
か
、

下
条
地
区
に
私
立
の
幼
稚
園
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
で
も
二
ヵ

年
計
画
で
補
助
す
る
予
定
で
す
。

福
祉
施
設
を
充
実

　
民
生
費
が
十
三
億
五
百
三
十
五
万

三
千
円
（
前
年
度
対
比
で
九
・
四
都

増
）
で
歳
出
の
ト
ッ
プ
に
た
ち
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
老
人
福
祉
費
、
生
活

保
護
費
等
の
扶
助
費
が
年
々
ア
ッ
プ

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
児
童
措
置

費
の
委
託
料
の
増
加
等
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
福

祉
会
館
の
建
設
（
旧
川
治
公
民
館
敷

地
に
）
ま
た
北
原
保
育
所
及
び
森
の

保
育
園
も
開
所
し
ま
し
た
．

林
道
等
を
整
備

われるか
に
使

何

會　　1世帯当たりでは
　　（11，981世マ停）

教育費　81，843円

民生費108，952円

土木費　98，406円

総務費　56，217円

衛生費　38，846円

農林水産業費　　31，050円

商工費　30，877円

消防費　18，818円

労働費　6，202円

く
開
発
推
進
事
業
と
し
て
千
四
百
四

十
六
万
二
千
円
。
国
土
調
査
事
業
費

五
千
八
百
五
十
五
万
円
。
そ
の
ほ
か

東
下
組
地
区
の
特
定
農
山
村
事
業
、

土
地
改
良
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業
、

県
農
林
水
産
業
振
興
事
業
、
家
畜
糞

尿
土
壌
還
元
施
設
整
備
事
業
、
団
体

営
農
道
舗
装
事
業
、
林
業
振
興
の
た

め
の
林
道
開
設
費
等
と
な
っ
て
h
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
十
ヵ
年
計

画
で
は
じ
ま
る
水
田
利
用
再
編
対
策

関
係
の
予
算
も
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
苗
場
山
ろ
　
商
工
業
の
振
興

　
　
　
　
　
え
　

災
害
復
坦
畢
業
費
的

　
　
　
　
　
1

韓難鷺

轄難懸

　歳出合計

62億5600万円

　（100％）、ノ初地費髄一
　　　　　7．㊥雛
玉8．o％

　　　公債費ゴ

　　　7．1％

　
磯
常
経

経

灘
鷺

2213％

58．5％

扶助費　　　｝
　補助費導　25．2％

雫へ繰出金3。1％

その他0．8％

　
商
工
費
関
係
で
は
、
商
工
業
者
へ

の
融
資
を
充
実
す
る
た
め
産
業
育
成

資
金
、
中
小
企
業
振
興
資
金
、
商
工

組
合
中
央
金
庫
預
託
金
等
三
億
千
二

百
万
円
を
計
上
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ー

ケ
ー
ド
施
設
補
助
金
、
雪
ま
つ
り
委

託
料
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合

負
担
金
．
商
工
関
係
の
補
助
金
で
は

商
工
会
議
所
、
地
区
商
工
会
、
新
規

製
品
の
開
発
費
、
京
越
会
等
の
補
助

金
を
増
額
し
ま
し
た
．
ま
た
新
た
に

工
場
誘
致
促
進
費
を
設
け
ま
し
た
．

地
下
水
調
査
を
実
施

総
務
費
関
係
－
、
・
は
、
交
通
安
全
対

策
関
係
で
路
面
標
示
工
事
、
防
護
柵

設
置
工
事
、
側
溝
蓋
設
置
工
事
、
駐

車
場
設
置
資
金
貸
付
金
を
、
ま
た
交

通
セ
ン
タ
ー
建
設
費
の
補
助
金
と
し

て
二
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
．
さ

ら
に
雪
害
対
策
関
係
で
は
、
冬
期
集

落
保
安
要
員
報
酬
等
．
開
発
推
進
費

と
し
て
地
下
水
調
査
委
託
料
、
選
挙

費
で
は
新
潟
県
知
事
選
挙
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
妊
産
婦
乳
児

医
療
費
助
成
、
休
日
在
宅
当
番
医
制

補
助
金
、
環
境
衛
生
費
、
公
害
防
止

施
設
改
善
資
金
貸
付
金
、
へ
き
地
患

者
輸
送
雪
上
車
購
入
、
衛
生
施
設
組

合
負
担
金
、
簡
易
水
道
、
診
療
所
特

別
会
計
繰
出
金
等
が
主
な
も
の
で
す
。

　
消
防
費
で
は
、
広
域
事
務
組
合
負

担
金
が
二
億
二
千
四
百
七
十
二
万
六

千
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
．

計
画
的
に
起
債
事
業
を

　
公
債
費
は
前
年
度
対
比
で
二
＋

二
・
七
新
増
と
な
り
、
国
家
財
政
と
同

じ
く
財
政
の
硬
直
化
を
強
め
る
も
の

と
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
と
も
道

路
学
校
等
遅
れ
て
い
る
社
会
資
本
の

充
実
の
た
め
、
計
画
的
に
起
債
事
業

を
ナ
す
め
て
ゆ
き
主
す



℃臥や

予算の主な使いみち堅穰53蜜癖・

　　　　　単位万円
（第3種郵便物認可）昭和53隼4月10日

費　　目 主　な　る　事　業 予算額

土木費関係

市道改良舗装事業
国撮適改良工事負担金
『市道舗装屠綴材料

橋饗架替事業
消欝濾殻整簾事業
除讐機械整備事業
除雪センター建設事業
基礎集落圏防雪体制整備事業
河川改修工事
急傾斜地崩壊対策事業負担金
新座線改良事業
南新田及び十日町公園造成事業
田川市営住宅建設事業
下水道事業（一般会計繰出金）

3億3，819
　3，625
　3。烈翼》

　　770
　5，2駅｝

　1．920
　5，027
　3、茜44
　1，8【XD

　　6（頁1
　4，〔賊｝

　1，6二姶

　8，86：
1億1，919

教育費関係

私立　　園新設補助
学校修繕工事一

鐙島小佼舎及び屋体改築工事
．六箇小プール浄化槽工事
鐙島小敷地買収費
十日町中・水沢中グラウンド整備事業
野中小大石分校増築工事
中条中改築事業
博物館展示工事等
公民館・市民体育館防火設備工事
信濃川運動公園造成工事
青少年野外スポーツセンター建設事業
市民体育館給水管布設工事等
十日鷺「4、ボイラー設黛及び高圧受鑑設備工事

　　800
　2，昼13
1億1，849

　　㎜
　　39：
　　530
　　140
　9，710
　3，007

　　㈹
　2，860
　2，590

　　甥
　　740

段生費関係

　神弱者　護措置費
養護老人ホーム措置委託料
老人籔療費
老人医療費助成事業
身体障害者福筏費
児童措量費
へき地保育所委託料
生活保護費（扶助費のみ》
潤民年金事務費

　3，373
　4，162
1億8，002

　　644
　4，46ユ
2億7，564
1億0，572
2億5，981
　2，717

農林水産業

費　燭　係

　定農由　擬輿特別翁策　業費擁助金
新潟県農抹水産擬輿事業費補助金
水田利用再編対策特簿撒資資金貸付金
家畜糞尿土壊還元施設整徽事業
土地改良事業補助金
団体営農道補装事業
は場整儲事業費
国土調査事業費
苗場山ろく開発推進事業費

2，065

1，216

2，000

㎜
2
， 217
3，990

1，306

5，855

1446

商工費関係

産業育資金貸付金
中小企業振興資金貸付金
商工組合中央金庫預託金
雪まつり黍託料
魚沼スカイライン渕発組合負担金
商工業振輿補助金等

　9，200
　7，000
1億5，000

　　㎜
　　醐
　2，257

労　　　係 託 5500

総務費関係

庁舎内装及ぴ庁舎東側章庫整備工事
庁朋自動毒
交通安全：対策費

久期集落保安要員報酬

　507
　471
5，024

㈱

衛生費関係

妊産婦乳児医療費助成費
結核予防委託料
防疫薬剤購入補助金
公害防止施設改善資金貸付金
へき地医療対策費
簡水及び診療所特別会計繰出金

1，404

　477
　310
2，000

1，034

5，962

一部事務組
合　関　係

広域　務組。負担
衛生施設組合負担金
伝染病舎組合負担金

2億3，563
2億3，204
　1，834

　去る3月6日から18目まで　　▼　D。．、

開かれた市議会第1回定例会で昭和　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ53年度予算がきまり、新たに昭和53年度市政　　　　　．

のスタートがきられました。新年度一般会計の歳　　　　　　ミ

入歳出の予算総額は62億5，600万円（52年度は57億9，600万

4干円）と前年度対比で7．9％の増となり、特別会計の予算総額23億

740万4干円をあわせると、総額で85億6，340万4千円、14．4％の増

という大規模な予算になりました。今回は、これから1年間みなさ

んの暮らしと深いかかわりあいを持ちながら、住みよい、魅力ある

“町，，をつくりあげるための“当初予算，，を紹介します。

交
付
税
依
存
度

　
　
　
　
　
　
　
強
ま
る

道
路
・
教
育
・
福
祉
の
三
本
柱
を
中
心
に

　
昭
和
五
十
年
以
来
、
三
年
続
き
の
経
済
不
況
で
、
当
市
の
昨
年
度
予
算

は
法
人
市
民
税
の
減
収
に
よ
り
、
一
時
は
完
全
消
化
は
難
か
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
．
し
か
し
そ
の
後
、
地
方
交
付
税
・
市
債
の
増

額
に
よ
っ
て
、
ま
ず
順
調
な
財
政
運
営
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
予
算
で
も
、
き
び
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
市
税
の
増
収
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
も
一
般
経
常
費
を
極
力
抑
え
、
市
総
合
計

画
の
推
進
と
市
民
要
望
の
実
現
等
を
第
一
義
と
し
イ
＼
精
い
っ
ぱ
い
工
夫

を
こ
ら
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

ツ　　　地方交付税
　　　18億4，000万円

　　　　29．4％

　
円
　
千
／
。

費
3
9

　
万
9

生
％
皿

　
　
民
億

　
1
3

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を
み
ま
す
と

別
表
の
よ
う
に
、
地
方
交
付
税
が
十

八
億
四
千
万
円
で
歳
入
総
額
の
二
十

九
・
四
幹
を
占
め
、
初
め
て
市
税
を

上
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年

度
対
比
で
二
十
五
・
二
育
増
を
見
込
ん

だ
こ
と
と
、
市
税
に
お
い
て
七
千
万

円
、
四
・
二
音
の
減
収
が
主
な
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
．
自
主
財
源
の
低

下
は
や
む
を
え
な
い
事
情
と
は
い
い

な
が
ら
、
残
念
な
傾
向
で
す
。

　
ま
た
、
国
県
の
補
助
金
は
二
・
九
暫

増
と
前
年
度
並
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
は
二
十
五
・
二

罫
の
減
、
使
用
料
及
び
手
数
料
で
は

二
百
十
九
・
三
暫
と
大
巾
な
増
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
へ
き
地
保
育

所
の
保
育
料
を
県
の
指
導
に
よ
り
、

負
担
金
か
ら
使
用
料
に
変
更
し
た
た

め
で
す
。

　　　　　　　　　市債　　　　　＼
　　　　　　　　5億7，850
　　　　　その他　　　万円　　　　市　税
金及ぴ　　　　　　　　9．3％
金　　　3億8，595万　　　　　　　15億7，360万円
1，084　　　　3千円

翻激入6・1％　　25－2％
　　4億8・謝万　歳入
　　7千円　　7．7％

　　　　　　　　　　62億5，600

担
担
億
　
－

分
負
－

国県支出金

12億8，329万円

　　　20．5％

その他
2億4，081万9千円
3．8％

消防費
2億2，545万4千円

3．6％￥

4億4，390万9千円

7．1％　　　　1

歳　出

62億5，600
”蔽費　　　　　　　　土木費
4億6，541万　　　　万円　　11億7，900万

4千円　　　　　　　　　　　　　　　　6千円
7，4％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．896

　　　総務費
　　6億7，354万円
　　　　10。8％　　教育費
　　　　　　　　　9億8，055万6千円

　　　　　　　　　　　15．7％

　
寄
付
金
は
市
道
舗
装
の
地
．
兀
負
担

を
三
分
の
一
軽
減
し
ま
し
た
の
で
、

大
巾
に
減
額
に
な
り
ま
し
た
．

　
市
債
は
前
年
度
の
博
物
館
建
設
の

よ
う
な
市
単
独
の
大
き
な
起
債
事
業

が
な
い
た
め
、
二
・
一
新
と
わ
ず
か
の

減
額
に
な
り
ま
し
た
．

総
合
計
画
を

　
　
　
重
点
的
に
推
進

　
歳
出
面
で
は
、
従
来
ど
お
り
市
の

重
点
施
策
で
あ
る
、
道
路
交
通
網
の

整
備
、
教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行

政
の
推
進
を
予
算
編
成
の
基
調
と
し
、

　
　
　
　
り

財
政
状
況
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、

一
般
経
常
費
を
極
力
抑
え
て
建
設
事

業
の
実
現
を
は
か
り
ま
し
た
。
ま
た

特
に
今
年
度
は
、
通
年
予
算
化
を
強

め
、
従
来
は
除
雪
費
、
国
県
事
業
負

担
金
、
一
部
需
用
費
等
は
年
度
途
中

で
追
加
補
正
し
て
い
た
の
を
、
当
初

予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
五
十
四
年
度
に

建
設
を
計
画
し
て
い
た
鐙
島
小
学
校

の
屋
内
体
育
館
を
今
年
度
に
繰
上
げ

て
予
算
化
し
ま
し
た
が
、
総
額
で
は

十
七
億
三
千
四
百
四
十
八
万
三
千
円

と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
七
・
六
育

減
、
予
算
全
体
の
二
十
七
・
七
暫
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険

会
計
で
、
去
る
二
月
一
日
か
ら
医
療

費
が
九
・
六
智
ア
ッ
プ
に
な
り
、
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

算
総
額
も
十
八
・
二
暫
増
の
十
三
億

六
千
三
百
五
十
八
万
八
千
円
に
な
り

ま
し
た
．
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
吉

田
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工
事
等
を
計
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画
し
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
で
は
，
　
　
七
千
円
で
、
ひ
き
つ
づ
き
管
渠
工
事

第
三
期
拡
張
事
業
が
三
年
目
を
む
か
　
を
中
心
に
計
画
を
す
す
め
ま
す
。
診

え
ま
し
た
。
下
水
道
事
業
で
は
、
八
　
　
療
所
特
別
会
計
は
総
額
二
千
三
百
三

十
五
欝
増
の
六
億
四
千
百
八
十
三
万
　
十
八
万
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
除
雪
セ
ン
タ
ー
を
建
設

■
歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
土
木
費
は
十
一
億

七
千
九
百
万
六
千
円
で
、
特
に
今
年

度
は
市
道
の
舗
装
事
業
を
大
巾
に
の

ば
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
河
川

改
修
工
事
三
ヵ
所
、
橋
梁
で
は
蕪
柵

橋
の
架
替
を
予
定
し
て
い
ま
す
．
ま

た
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て
新
座
線

改
良
工
事
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
と

し
て
十
日
町
公
園
の
継
続
事
業
、
南

新
田
公
園
の
造
成
。
特
に
雪
害
対
策

関
係
で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
布
設
を
四

ヵ
所
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、
除
雪
セ

ン
タ
ー
建
設
、
基
礎
集
落
圏
防
雪
体

制
整
備
事
業
（
継
続
）
、
除
雪
機
械
購

入
、
小
型
雪
上
車
購
入
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
老
朽
化
し
た
市
営

㎜

27，747円

92，231円

32，428円

114β78円

31，160円

123，881円

　　’ン・

一　，　一．　♂

100，

50

　　51年　　　　　52年　　　　　53年

國醐騰りが□離騰りに
　　　　　　　　　　　（人口50，500人）

住
宅
の
建
替
に
つ
し
て
は
、
田
川
市

営
住
宅
を
鉄
筋
三
階
建
で
建
設
す
る

計
画
で
す
。

鐙
島
小
学
校
等
を
改
築

　
教
育
費
で
は
、
二
年
目
に
は
い
っ

た
中
条
中
学
校
及
び
鐙
島
小
学
校
の

改
築
事
業
。
博
物
館
に
つ
い
て
は
、

建
物
が
竣
工
し
ま
し
た
の
で
、
本
年

度
は
内
部
の
展
示
施
設
の
整
備
を
行

い
、
来
年
五
月
開
館
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
信
濃
川
運
動
公
園
で
は
、
三

ヵ
年
計
画
の
最
後
の
年
と
し
て
、
野

球
場
一
面
、
サ
ッ
カ
ー
場
一
面
の
造

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青

少
年
野
外
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
市
民
プ
ー
ル
の
隣
に
子
供
用
プ

歳出性質別分析表

維持補修費3．1％

ー
ル
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
学

校
関
係
で
は
、
十
日
町
小
学
校
屋
上

防
水
工
事
、
水
沢
小
学
校
屋
内
体
育

館
屋
根
葺
替
工
事
等
。
そ
の
ほ
か
、

下
条
地
区
に
私
立
の
幼
稚
園
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
で
も
二
ヵ

年
計
画
で
補
助
す
る
予
定
で
す
。

福
祉
施
設
を
充
実

　
民
生
費
が
十
三
億
五
百
三
十
五
万

三
千
円
（
前
年
度
対
比
で
九
・
四
都

増
）
で
歳
出
の
ト
ッ
プ
に
た
ち
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
老
人
福
祉
費
、
生
活

保
護
費
等
の
扶
助
費
が
年
々
ア
ッ
プ

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
児
童
措
置

費
の
委
託
料
の
増
加
等
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
福

祉
会
館
の
建
設
（
旧
川
治
公
民
館
敷

地
に
）
ま
た
北
原
保
育
所
及
び
森
の

保
育
園
も
開
所
し
ま
し
た
．

林
道
等
を
整
備

われるか
に
使

何

會　　1世帯当たりでは
　　（11，981世マ停）

教育費　81，843円

民生費108，952円

土木費　98，406円

総務費　56，217円

衛生費　38，846円

農林水産業費　　31，050円

商工費　30，877円

消防費　18，818円

労働費　6，202円

く
開
発
推
進
事
業
と
し
て
千
四
百
四

十
六
万
二
千
円
。
国
土
調
査
事
業
費

五
千
八
百
五
十
五
万
円
。
そ
の
ほ
か

東
下
組
地
区
の
特
定
農
山
村
事
業
、

土
地
改
良
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業
、

県
農
林
水
産
業
振
興
事
業
、
家
畜
糞

尿
土
壌
還
元
施
設
整
備
事
業
、
団
体

営
農
道
舗
装
事
業
、
林
業
振
興
の
た

め
の
林
道
開
設
費
等
と
な
っ
て
h
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
十
ヵ
年
計

画
で
は
じ
ま
る
水
田
利
用
再
編
対
策

関
係
の
予
算
も
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
苗
場
山
ろ
　
商
工
業
の
振
興

　
　
　
　
　
え
　

災
害
復
坦
畢
業
費
的

　
　
　
　
　
1

韓難鷺

轄難懸

　歳出合計

62億5600万円

　（100％）、ノ初地費髄一
　　　　　7．㊥雛
玉8．o％

　　　公債費ゴ

　　　7．1％

　
磯
常
経

経

灘
鷺

2213％

58．5％

扶助費　　　｝
　補助費導　25．2％

雫へ繰出金3。1％

その他0．8％

　
商
工
費
関
係
で
は
、
商
工
業
者
へ

の
融
資
を
充
実
す
る
た
め
産
業
育
成

資
金
、
中
小
企
業
振
興
資
金
、
商
工

組
合
中
央
金
庫
預
託
金
等
三
億
千
二

百
万
円
を
計
上
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ー

ケ
ー
ド
施
設
補
助
金
、
雪
ま
つ
り
委

託
料
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合

負
担
金
．
商
工
関
係
の
補
助
金
で
は

商
工
会
議
所
、
地
区
商
工
会
、
新
規

製
品
の
開
発
費
、
京
越
会
等
の
補
助

金
を
増
額
し
ま
し
た
．
ま
た
新
た
に

工
場
誘
致
促
進
費
を
設
け
ま
し
た
．

地
下
水
調
査
を
実
施

総
務
費
関
係
－
、
・
は
、
交
通
安
全
対

策
関
係
で
路
面
標
示
工
事
、
防
護
柵

設
置
工
事
、
側
溝
蓋
設
置
工
事
、
駐

車
場
設
置
資
金
貸
付
金
を
、
ま
た
交

通
セ
ン
タ
ー
建
設
費
の
補
助
金
と
し

て
二
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
．
さ

ら
に
雪
害
対
策
関
係
で
は
、
冬
期
集

落
保
安
要
員
報
酬
等
．
開
発
推
進
費

と
し
て
地
下
水
調
査
委
託
料
、
選
挙

費
で
は
新
潟
県
知
事
選
挙
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
妊
産
婦
乳
児

医
療
費
助
成
、
休
日
在
宅
当
番
医
制

補
助
金
、
環
境
衛
生
費
、
公
害
防
止

施
設
改
善
資
金
貸
付
金
、
へ
き
地
患

者
輸
送
雪
上
車
購
入
、
衛
生
施
設
組

合
負
担
金
、
簡
易
水
道
、
診
療
所
特

別
会
計
繰
出
金
等
が
主
な
も
の
で
す
。

　
消
防
費
で
は
、
広
域
事
務
組
合
負

担
金
が
二
億
二
千
四
百
七
十
二
万
六

千
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
．

計
画
的
に
起
債
事
業
を

　
公
債
費
は
前
年
度
対
比
で
二
＋

二
・
七
新
増
と
な
り
、
国
家
財
政
と
同

じ
く
財
政
の
硬
直
化
を
強
め
る
も
の

と
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
と
も
道

路
学
校
等
遅
れ
て
い
る
社
会
資
本
の

充
実
の
た
め
、
計
画
的
に
起
債
事
業

を
ナ
す
め
て
ゆ
き
主
す
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導㌻～
明るくきれいな選挙でゆたかな郷土を築きましょう

ー
馨
ー
　

転叢

難
霧
蓮
饗

　新潟県知事選挙は、去る3月29日告示され、4月

23日に投票がおこなわれます。

　これからの4年間の県政を左右する大切な一票で

す。自己の信念と信頼によって行使したいものです。

　折角投票しても無効票になってはたいへんです。

前回の県知事選挙では、市内で479票もの無効投票

がありました。これは投票総数の1．91％にあたり、

100票のうち約2票もの無効票がありました。

　まちがいのないよう投票しましょう。

　投票用紙の候補者氏名欄に

正しく候補者の氏名を書きま

しよう。

　選挙についてのお問い合わ

せは市役所3階選挙事務室へ

（87－3111・有線52514番）

投票用紙
（裏）　　　（表）

継県知事選挙立会漬鋭会

と　き　4則6日午後7時
ところ　布罠体育館

婁髪嚢

團

竃し民．量
・
鰯餓

　
轡
　
　
量

一
俄
響
の
氏
♂
鱈
．
鮨
膏
に
天
書
く
こ
と
．

二
俄
徹
奮
で
な
一
徹
の
民
蓼
は
．
｝
ひ
な
∵
Σ
・

振
動
規
制
法
を
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
め
に
届
出
を

　
振
動
規
制
法
は
、
工
場
及
び
事
業

場
や
建
設
工
事
で
発
生
す
る
振
動
を

規
制
し
、
生
活
環
境
の
保
全
、
健
康

の
保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
法
律
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
四
月
一
日
よ
り

市
街
地
を
中
心
に
し
た
地
域
が
、
・
振

動
の
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
地

域
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
指
定
地
域
内
で
は
、
織
機
、

圧
縮
機
、
印
刷
機
械
な
ど
振
動
の
発

生
源
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
特
定
施

設
（
別
表
一
）
を
有
す
る
工
場
及
び

事
業
場
は
、
地
域
別
・
時
間
別
に
定

め
ら
れ
た
振
動
に
関
す
る
規
制
を
受

別
表
禰
　
　
特
　
　
定
　
　
施

け
る
こ
と
に
な
り
　
そ
れ
を
超
え
る

振
動
を
発
生
す
る
場
合
は
改
善
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
指
定
地
域
内
で
特
定
施
設

を
有
す
る
工
場
、
事
業
場
は
す
べ
て

四
月
二
十
八
日
ま
で
に
市
．
長
へ
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
別
表
二
に
あ
げ
て
あ
る
作

業
（
特
定
建
設
作
業
）
を
す
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
そ
の
七
日
前
ま
で
に

届
け
出
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、

種
々
の
規
制
を
受
け
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
市
環
境
課
（
8
七
－

三
二
一
番
内
線
二
二
五
）
に
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

設

別表二　特定建設作業
1．くい打機（もんけん及び圧入式くい打機を除く）、くい抜機（油
　　圧式くい抜機を除く）又はくい打くい抜機（圧入式くい打くい抜

　　機を除く）を使用する作業

2．鋼球を使用して建築物そグ）他び）工作物を破壊する作業

3．舗装板破砕機を使用する作業（作業地点が連続的に移動する作業
　　にあ一・ては、1日における当該作業に係る2地点間の最大距離が

　　50メートルを超えない作業に限る．）

4．ブレーカー（手持式のもグ）を除く）を使用する作業（作業地点が

　　連続的に移動する作業にあっては、1日における当該作業に係る
　　2地点問の最大距離が50メートルを超えない作業に限る。）

〈
特
定
施
設
の
種
類
V

〈
備
　
　
　
　
　
　
　
　
考
〉

一
、
金
属
加
工
機

械

イ
、
液
圧
プ
レ
ス

矯
正
プ
レ
ス
を
除
く

・
、
機
械
プ
レ
ス

ハ
、
せ
ん
断
機

原
動
機
の
定
格
出
力
が
一
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

二
、
鍛
造
機

ホ
、
ワ
ィ
ヤ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
マ
シ
ン

原
動
機
の
定
格
出
力
が
三
七
・
五
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

二
、
圧
縮
機

原
動
機
の
定
格
出
力
が
七
・
五
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

三
、
土
石
用
又
は
鉱
物
用
の
破
砕
機
・
摩
砕
機
・
ふ

　
る
い
及
び
分
級
機

四
、
織
　
　
　
機

原
動
機
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。

五
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン

原
動
機
の
定
格
出
力
の
合
計
が
二
・
九
五
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
製
造
機
械

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
製
造
機
械

原
動
機
の
定
格
出
力
の
合
計
が
一
〇
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
。

六
、
木
材
加
工
機

　
械

イ
、
ド
ラ
ム
バ
ー
カ
i

ロ
、
チ
ッ
パ
ー

原
動
機
の
定
格
出
力
が
二
・
，
二
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
。

七
、
印
　
刷
　
機
　
械

八
、
ゴ
ム
練
用
又
は
合
成
樹
脂
練
用
の
・
ー
ル
機

カ
レ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ル
機
以
外
の
も
の
で
原
動
機
の
定
格
出
力
が
三
〇

K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
。

九
、
合
成
樹
脂
用
射
出
成
形
機

十
、
鋳
型
造
型
機

ジ
ヨ
ル
ト
式
の
も
の
に
限
る
。
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市
内
小
・
中
学
校
教
員
異
動

　
小
・
中
学
校
教
職
員
異
動
が
四
月

一
日
付
で
新
潟
県
教
育
委
員
会
よ
り

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
内
で
は
、
高
橋
広
安
十

日
町
小
学
校
長
、
丸
山
栄
一
水
沢
小

学
校
長
、
佐
藤
浅
右
エ
門
下
条
中
学

校
長
の
勇
退
を
含
め
て
、
校
長
の
転

退
職
十
名
、
教
頭
転
任
六
名
、
教
諭
、

養
護
教
諭
、
事
務
職
員
を
あ
わ
せ
る

と
、
異
動
総
数
は
転
出
百
十
八
名
、

転
入
百
二
十
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
教
職
員
数
の
三

分
の
一
に
近
く
、
例
年
ど
お
り
の
大

市議会
の勢き

較
潔
畜
等
“
響
藝
・

異
動
で
す
。

　
こ
の
異
動
の
結
果
、
昭
和
五
十
三

年
度
の
十
日
町
市
内
の
教
職
員
数
は

小
学
校
二
百
六
十
六
名
、
中
学
校
百

五
十
四
名
、
合
計
で
は
、
四
百
二
十
名

と
な
り
ま
し
た
。
（
詳
細
は
別
表
で
）

市
内
の
小
・
中
学
校
数
は

　
市
内
の
小
・
中
学
校
の
学
校
数
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
小
学
校
　
本
校

　
　
　
　
分
校

　
　
　
　
　
計

十
九
　
六

二
十
五

市内小・中学校別教職員数

小
学
校

中
学
校

計

校
　
　
　
　
　
長

91

6

52

教
　
　
　
　
　
頭

91

6

52

教
諭
（
助
）
・
講
師

202

131

333

養
護
教
諭
（
助
）

41

6

02

学
校
栄
養
職
員

2

2

事
　
務
　
職
　
員

01

5

51

合
　
　
　
計

662

451

024

◎
中
学
校
　
本
校
　
　
　
六

　
　
　
　
分
校
　
　
　
五

　
　
　
　
　
計
　
　
十
一

田利用再編対策について）

生産調整の問題点）

田利用再編対策による米の転作、豪雪による飯山線

運休について、流雪溝の水利用について、入札制度

！）いて）

財政の見通しと財源確保について、地場産業の不況

び景気回復対策について、大型店進出の地域に与え

影響について）

育問題、豪雪対策、農業問題）

雪・交通対策について、地場産業振興について）

職及び兼業禁止について、伏流水取水に関して、P

　市議会第1回定

　この議会では、

和52年度一般会計

む）が審議され、

議案（請願）につ

質問は9名の議員

　今議会で審議さ

■昭和52年度一般

　総額は61億4，41

学校除雪費追加等

■上貫線等7路線

●市特別職職員の

関する条例、市教

■へき地保育所と

■固定資産評価審

■水田利用再編対

■一般質問の主な

　宮沢健一議員
　滝沢重治議員
　高橋桂作議員

大島昭三議員

　
　
　
　
　
て
整
事

　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
に

　
　
豪
対
業
方
新
都

　
　
　
　
　
あ
画
政

　
　
　
　
　
　
の
計
行

び
影
育
雪
職
A
溝
工

小宮山達男議員

南雲金一議員

竹内　真議員

佐藤利雄議員

大島清松議員

◎
合
計
　
　
本
校
　
二
十
五

　
　
　
　
分
校
　
　
十
一

　
　
　
　
総
計
　
三
十
六

　
こ
の
ほ
か
、
十
二
月
か
ら
冬
季
分

校
が
十
四
ヵ
校
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
塵
灘

　
　
　
　
　
　
亀

…
三
『
■
弩
一
『
3
｝
…
毫
茎
7
…
セ
…
2
『
三
■
一
一
…
8
季
…
も
…
・
‘
『
■
§
辱
甲
…
3
『
…
、
8
1
『
…
ち
マ
…
・
『
…
■
亀
…
2

新
任
及
び
転
入
の

　
　
　
　
　
校
長
の
方
々

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

歪
3
『
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
，
｝
『
3
㌔
3

十日町小学校長

細川浩一

中条小学校長

松原昭五

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
付
で
市

役
所
関
係
（
消
防
等
を
含
む
）
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
異
動
規
模
）
合
計
百
九
十
六
名

▽
課
長
級
　
十
一
名
　
▽
課
長
補
佐

級
　
十
五
名
　
▽
係
長
級
　
三
十
六

名
▽
一
般
職
員
八
十
五
名
▽

消
防
職
員
　
四
十
九
名

課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

○
会
計
課
長
　
佐
藤
一
男
（
総
務
課

長
補
佐
）
　
○
監
査
委
員
事
務
届
長

庭
野
光
夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
参

事
次
長
）
　
○
参
事
水
沢
出
張
所
主

東小学校長

岩田義徳
八箇小学校長

高橋　保

水沢小学校長

庭野忠男
長
功

校洋刺
藤
野
伊

任
村
山
治
之
（
同
主
任
）
O
公

民
館
長
兼
博
物
館
長
　
田
村
達
夫

（
公
民
館
長
）
　
○
水
道
課
長
　
小
海

良
一
（
水
道
課
長
心
得
）
　
○
農
業

委
員
会
事
務
局
参
事
次
長
　
俵
山
基

（
農
林
課
長
補
佐
）
　
〇
十
日
町
保

育
所
長
兼
保
育
所
指
導
主
事
　
池
田

清
（
公
民
館
長
補
佐
）
　
○
衛
生
施

設
組
合
次
長
兼
業
務
課
長
　
樋
口
忠

晴
（
水
沢
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理

場
所
長
）
　
○
水
沢
地
区
学
校
給
食

共
同
調
理
場
所
長
　
関
口
秀
夫
（
衛

生
施
設
組
合
次
長
兼
業
務
課
長
）

6
西小学校長

松井恒久
十日町中学校長

早川治夫
吉田中学校長

石田芳勝
下条中学校長

小幡純三郎
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導㌻～
明るくきれいな選挙でゆたかな郷土を築きましょう

ー
馨
ー
　

転叢

難
霧
蓮
饗

　新潟県知事選挙は、去る3月29日告示され、4月

23日に投票がおこなわれます。

　これからの4年間の県政を左右する大切な一票で

す。自己の信念と信頼によって行使したいものです。

　折角投票しても無効票になってはたいへんです。

前回の県知事選挙では、市内で479票もの無効投票

がありました。これは投票総数の1．91％にあたり、

100票のうち約2票もの無効票がありました。

　まちがいのないよう投票しましょう。

　投票用紙の候補者氏名欄に

正しく候補者の氏名を書きま

しよう。

　選挙についてのお問い合わ

せは市役所3階選挙事務室へ

（87－3111・有線52514番）

投票用紙
（裏）　　　（表）

継県知事選挙立会漬鋭会

と　き　4則6日午後7時
ところ　布罠体育館

婁髪嚢

團

竃し民．量
・
鰯餓

　
轡
　
　
量

一
俄
響
の
氏
♂
鱈
．
鮨
膏
に
天
書
く
こ
と
．

二
俄
徹
奮
で
な
一
徹
の
民
蓼
は
．
｝
ひ
な
∵
Σ
・

振
動
規
制
法
を
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
め
に
届
出
を

　
振
動
規
制
法
は
、
工
場
及
び
事
業

場
や
建
設
工
事
で
発
生
す
る
振
動
を

規
制
し
、
生
活
環
境
の
保
全
、
健
康

の
保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
法
律
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
四
月
一
日
よ
り

市
街
地
を
中
心
に
し
た
地
域
が
、
・
振

動
の
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
地

域
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
指
定
地
域
内
で
は
、
織
機
、

圧
縮
機
、
印
刷
機
械
な
ど
振
動
の
発

生
源
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
特
定
施

設
（
別
表
一
）
を
有
す
る
工
場
及
び

事
業
場
は
、
地
域
別
・
時
間
別
に
定

め
ら
れ
た
振
動
に
関
す
る
規
制
を
受

別
表
禰
　
　
特
　
　
定
　
　
施

け
る
こ
と
に
な
り
　
そ
れ
を
超
え
る

振
動
を
発
生
す
る
場
合
は
改
善
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
指
定
地
域
内
で
特
定
施
設

を
有
す
る
工
場
、
事
業
場
は
す
べ
て

四
月
二
十
八
日
ま
で
に
市
．
長
へ
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
別
表
二
に
あ
げ
て
あ
る
作

業
（
特
定
建
設
作
業
）
を
す
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
そ
の
七
日
前
ま
で
に

届
け
出
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、

種
々
の
規
制
を
受
け
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
市
環
境
課
（
8
七
－

三
二
一
番
内
線
二
二
五
）
に
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

設

別表二　特定建設作業
1．くい打機（もんけん及び圧入式くい打機を除く）、くい抜機（油
　　圧式くい抜機を除く）又はくい打くい抜機（圧入式くい打くい抜

　　機を除く）を使用する作業

2．鋼球を使用して建築物そグ）他び）工作物を破壊する作業

3．舗装板破砕機を使用する作業（作業地点が連続的に移動する作業
　　にあ一・ては、1日における当該作業に係る2地点間の最大距離が

　　50メートルを超えない作業に限る．）

4．ブレーカー（手持式のもグ）を除く）を使用する作業（作業地点が

　　連続的に移動する作業にあっては、1日における当該作業に係る
　　2地点問の最大距離が50メートルを超えない作業に限る。）

〈
特
定
施
設
の
種
類
V

〈
備
　
　
　
　
　
　
　
　
考
〉

一
、
金
属
加
工
機

械

イ
、
液
圧
プ
レ
ス

矯
正
プ
レ
ス
を
除
く

・
、
機
械
プ
レ
ス

ハ
、
せ
ん
断
機

原
動
機
の
定
格
出
力
が
一
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

二
、
鍛
造
機

ホ
、
ワ
ィ
ヤ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
マ
シ
ン

原
動
機
の
定
格
出
力
が
三
七
・
五
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

二
、
圧
縮
機

原
動
機
の
定
格
出
力
が
七
・
五
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

三
、
土
石
用
又
は
鉱
物
用
の
破
砕
機
・
摩
砕
機
・
ふ

　
る
い
及
び
分
級
機

四
、
織
　
　
　
機

原
動
機
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。

五
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン

原
動
機
の
定
格
出
力
の
合
計
が
二
・
九
五
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
．

コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
製
造
機
械

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
製
造
機
械

原
動
機
の
定
格
出
力
の
合
計
が
一
〇
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
。

六
、
木
材
加
工
機

　
械

イ
、
ド
ラ
ム
バ
ー
カ
i

ロ
、
チ
ッ
パ
ー

原
動
機
の
定
格
出
力
が
二
・
，
二
K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
。

七
、
印
　
刷
　
機
　
械

八
、
ゴ
ム
練
用
又
は
合
成
樹
脂
練
用
の
・
ー
ル
機

カ
レ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ル
機
以
外
の
も
の
で
原
動
機
の
定
格
出
力
が
三
〇

K
W
以
上
の
も
の
に
限
る
。

九
、
合
成
樹
脂
用
射
出
成
形
機

十
、
鋳
型
造
型
機

ジ
ヨ
ル
ト
式
の
も
の
に
限
る
。
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市
内
小
・
中
学
校
教
員
異
動

　
小
・
中
学
校
教
職
員
異
動
が
四
月

一
日
付
で
新
潟
県
教
育
委
員
会
よ
り

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
内
で
は
、
高
橋
広
安
十

日
町
小
学
校
長
、
丸
山
栄
一
水
沢
小

学
校
長
、
佐
藤
浅
右
エ
門
下
条
中
学

校
長
の
勇
退
を
含
め
て
、
校
長
の
転

退
職
十
名
、
教
頭
転
任
六
名
、
教
諭
、

養
護
教
諭
、
事
務
職
員
を
あ
わ
せ
る

と
、
異
動
総
数
は
転
出
百
十
八
名
、

転
入
百
二
十
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
教
職
員
数
の
三

分
の
一
に
近
く
、
例
年
ど
お
り
の
大

市議会
の勢き

較
潔
畜
等
“
響
藝
・

異
動
で
す
。

　
こ
の
異
動
の
結
果
、
昭
和
五
十
三

年
度
の
十
日
町
市
内
の
教
職
員
数
は

小
学
校
二
百
六
十
六
名
、
中
学
校
百

五
十
四
名
、
合
計
で
は
、
四
百
二
十
名

と
な
り
ま
し
た
。
（
詳
細
は
別
表
で
）

市
内
の
小
・
中
学
校
数
は

　
市
内
の
小
・
中
学
校
の
学
校
数
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
小
学
校
　
本
校

　
　
　
　
分
校

　
　
　
　
　
計

十
九
　
六

二
十
五

市内小・中学校別教職員数

小
学
校

中
学
校

計

校
　
　
　
　
　
長

91

6

52

教
　
　
　
　
　
頭

91

6

52

教
諭
（
助
）
・
講
師

202

131

333

養
護
教
諭
（
助
）

41

6

02

学
校
栄
養
職
員

2

2

事
　
務
　
職
　
員

01

5

51

合
　
　
　
計

662

451

024

◎
中
学
校
　
本
校
　
　
　
六

　
　
　
　
分
校
　
　
　
五

　
　
　
　
　
計
　
　
十
一

田利用再編対策について）

生産調整の問題点）

田利用再編対策による米の転作、豪雪による飯山線

運休について、流雪溝の水利用について、入札制度

！）いて）

財政の見通しと財源確保について、地場産業の不況

び景気回復対策について、大型店進出の地域に与え

影響について）

育問題、豪雪対策、農業問題）

雪・交通対策について、地場産業振興について）

職及び兼業禁止について、伏流水取水に関して、P

　市議会第1回定

　この議会では、

和52年度一般会計

む）が審議され、

議案（請願）につ

質問は9名の議員

　今議会で審議さ

■昭和52年度一般

　総額は61億4，41

学校除雪費追加等

■上貫線等7路線

●市特別職職員の

関する条例、市教

■へき地保育所と

■固定資産評価審

■水田利用再編対

■一般質問の主な

　宮沢健一議員
　滝沢重治議員
　高橋桂作議員

大島昭三議員

　
　
　
　
　
て
整
事

　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
に

　
　
豪
対
業
方
新
都

　
　
　
　
　
あ
画
政

　
　
　
　
　
　
の
計
行

び
影
育
雪
職
A
溝
工

小宮山達男議員

南雲金一議員

竹内　真議員

佐藤利雄議員

大島清松議員

◎
合
計
　
　
本
校
　
二
十
五

　
　
　
　
分
校
　
　
十
一

　
　
　
　
総
計
　
三
十
六

　
こ
の
ほ
か
、
十
二
月
か
ら
冬
季
分

校
が
十
四
ヵ
校
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
塵
灘

　
　
　
　
　
　
亀

…
三
『
■
弩
一
『
3
｝
…
毫
茎
7
…
セ
…
2
『
三
■
一
一
…
8
季
…
も
…
・
‘
『
■
§
辱
甲
…
3
『
…
、
8
1
『
…
ち
マ
…
・
『
…
■
亀
…
2

新
任
及
び
転
入
の

　
　
　
　
　
校
長
の
方
々

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

歪
3
『
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
，
｝
『
3
㌔
3

十日町小学校長

細川浩一

中条小学校長

松原昭五

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
付
で
市

役
所
関
係
（
消
防
等
を
含
む
）
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
異
動
規
模
）
合
計
百
九
十
六
名

▽
課
長
級
　
十
一
名
　
▽
課
長
補
佐

級
　
十
五
名
　
▽
係
長
級
　
三
十
六

名
▽
一
般
職
員
八
十
五
名
▽

消
防
職
員
　
四
十
九
名

課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

○
会
計
課
長
　
佐
藤
一
男
（
総
務
課

長
補
佐
）
　
○
監
査
委
員
事
務
届
長

庭
野
光
夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
参

事
次
長
）
　
○
参
事
水
沢
出
張
所
主

東小学校長

岩田義徳
八箇小学校長

高橋　保

水沢小学校長

庭野忠男
長
功

校洋刺
藤
野
伊

任
村
山
治
之
（
同
主
任
）
O
公

民
館
長
兼
博
物
館
長
　
田
村
達
夫

（
公
民
館
長
）
　
○
水
道
課
長
　
小
海

良
一
（
水
道
課
長
心
得
）
　
○
農
業

委
員
会
事
務
局
参
事
次
長
　
俵
山
基

（
農
林
課
長
補
佐
）
　
〇
十
日
町
保

育
所
長
兼
保
育
所
指
導
主
事
　
池
田

清
（
公
民
館
長
補
佐
）
　
○
衛
生
施

設
組
合
次
長
兼
業
務
課
長
　
樋
口
忠

晴
（
水
沢
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理

場
所
長
）
　
○
水
沢
地
区
学
校
給
食

共
同
調
理
場
所
長
　
関
口
秀
夫
（
衛

生
施
設
組
合
次
長
兼
業
務
課
長
）

6
西小学校長

松井恒久
十日町中学校長

早川治夫
吉田中学校長

石田芳勝
下条中学校長

小幡純三郎
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余暇を豊かにするためにノ

　4月から市民講座が始まります。さあ、あなたも仲間をさそって

おいで下さい・申込み受付けは4月15日から開始します・お早めに

市公民館（学校町電7－5011）へ申し込みを。

木彫り入門
木彫i）の基礎を学び、茶たく・盆・

ブ・一チなどの制作技術を学ぶ

水曜夜
（20回）

南中学校

庭野秀正

焼物入門
湯のみ・花びんなど手づく1）のや

きものを楽しむ

金曜夜
（20回）

中条中学校

片桐静子

書道入門
書道の基礎を学び、生活に役立つ

書き付けを身に・）ける

金曜夜
（20回）

川西高校

平野綱一

郷土の

料理研究

郷土の料理を研究・実習し、忘れ

られようとしている料理を保存し

伝承する。

第1・3

水曜昼
（10回）

栄養士

阿部久美子

趣味の

染もの入門

染色手芸の基礎技術を学び、あわ

せで七宝焼を楽しむ

土曜昼
（20回）

未　　定

象
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
が
初

者
に
か
ぎ
り
ま
す
。
（
小
・
中
・
高

生
は
除
き
ま
す
V

員
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
名
で
す
。
申

み
受
付
け
は
四
月
十
五
日
か
ら
開

し
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り
表
す
。

の
と
き
本
人
宛
名
（
住
所
・
氏
名
）

ヒ
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
六
枚
（
連
絡

）
を
添
え
て
下
さ
い
。
申
込
書
は

民
館
（
本
館
）
に
あ
り
ま
す
。
電

申
込
可

講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
材
費
は

人
負
担
で
す
。

習
は
十
一
月
の
公
民
館
文
化
祭
ま

講
は
、
昼
間
の
　
「
趣
味
の
染
も

」
が
四
月
二
十
二
日
「
郷
土
の
料

研
究
」
が
四
月
二
十
六
目
い
ず
れ

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で
。

間
の
「
木
彫
り
」
が
四
月
二
十
六

「
焼
物
」
・
「
書
道
」
が
四
月
二
十

日
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら
九
時

で
公
民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す

い
で
下
さ
い
。

　
　
贈
本
運
動
に
　
　
§
　
　
　
　
留
　
を
遡
　
脱
掻
纏
葵

ー
ん
藷
物
鱒
魏
蔀
永
描
熱
撫
擁

躰
繕
繍
軒
罫
駿
餐
し
た
　
縫
炉
』
幹
霜
塾
欝
．
好
w
団
し
姉
澗
封
的
糊
↓
依
岐
ぱ
凧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉
理
教
北
越
分
教
会
●
票
動
．
（
ポ
駈
用
申
召
働
和
什
肚
に
咽
肛
肪
鰍

佐
藤
勇
（
新
光
寺
）
樋
。
ヨ
イ
町
六
⊥
一
）
菅
一
森
姫
さ
の
（
曹
町
留
利
　
賄
朽
猟
臨
嘱
け
映
鮒
蒲
蝦

（
中
町
）
上
村
直
治
（
馬
場
四
）
上
一
）
越
村
伸
弥
（
中
町
）
立
教
大
学
田
館
　
舩
扉
醍
訟
朗
仏
桁
麺
峨
ゆ

罐
蔚
）
（
殊
袈
勤
購
藤
解
聡
蠣
灘
闘
難
．
（
灘
竪
）
（
楠
臓
民
　
晒
纏
錫
鰻
陸
改
濁
腿
㈱
媚

北
原
克
二
（
長
岡
市
）
智
泉
寺
夫
山
吉
晴
（
本
町
四
）
　
　
w
公
　
＋
瀞
獣
今
礫
轄
糖
榊
咽
疑

HAPPY　TWEN’『Y！

青春フェスティバル

20オの若者全員集合

日時5月7日（日縄離

会場・十日町市民会館ホール

　　十日町市公民館

》内容《

ゲーム・レクダンス

ティスコ・話し合い

映画・歌声コンサート

　など楽しいものを計画中です。

『みんなで楽しいひとときを

　さあ、あなたにステキなことが…』

青春フェスティバル実行委員会

励
さ
拐

習
お
傑

群
の
胤

切
へ
批

彫
村
魎

甥
㈱
硫
青
鍔

＊学習のひろば＊

体育のひろば
＊球技を通じて体力づくりをしょう。
＊毎周1回　夜7時　中条小体育館

料理のひろば
＊栄養と調理の知識を身につけよう。

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

活花のひろば
＊小原流活花でゃさしい心を育てよう

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

レクのひろば
＊ダンスやフオークソング、ゲームで集おう。

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

写真のひろば
＊レンズを通して地域の風物や行事をさぐろう

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

＊であいのひろば＊

　　花見・海水浴・キャンプ・クリスマス・研修旅行

　　合宿のつどい・新年のー）どい　等々

　米受講料は無料ですが、教材費は各自負担です。

　米会費は半年1，000円　申込時に納入下さい。

　采申込み、お問合せは、中条地区公民館（電話（2）2748）へ

＊開講式＊　　4月11日（火）夜7時～　中条地区公民館

■■■■■（第躍鞭物嗣）騨鵬4肋日■■■■■■■■■■■■とお』1』耽豊■■■■■⑥

自動車文庫eeこ：だま号，，発車しま一す〃

4月17日から
巡回日 コース ス　テ　ー　　シ　　ョ　ン

》し』　　　　　　　　　　　　　　　マー丁。猟　　　　　　　　／コクP　　　雌　　　　　1川　1口

たします。子供さんからお年寄まで楽しく利用し

てもらえる本をたくさん積んで巡回します。

　気軽にステ…ションまでおいで下さい。

（なお、第1回・目の巡回で残雪の状況により貸出不

可能なステーションがあるかも知れませんのでご
了承下さい。）

第
7
三
月
曜

六
箇

1二30～2二〇〇 2：20～2：40 3：00～3：30

六箇山谷
（山谷公民館入口）

田　　　麦

（田麦公民館）

六箇出張所

（六箇出張所前）

第
7
三
火
曜

飛
渡

10：10～10：40 11：00～11：30 12：30～1：00 2：00～2：30 3：00～3：30

上　川　町

（第四銀行寮）

池　　　谷

（曾根藤一郎宅脇）

新　　　水

（飛一小学校）

山　新　田

（飛二小学校）

東枯木又

（鎮　守　様）

第
7
三
水
曜

下
条

10：10～10：40 10：50～11：20 12：40～1：10 1：40～2：10 2：30～3：00 3：20～3：50

　原
（小林良章宅前）

岩　　　野

（宕野クラブ前）

漉　　　野

（東 ド組小学校）

水　　　口

（ド組分館前）

上　新　田

（上新田分館前）

田川町3

（八島勤宅脇〉

第
一
・
三
金
曜

水
沢

10：00～10：20 10：30～11：00 11：10～11：40 1：30～2：00 2：20～2：40 3：10～3：50

大　黒　沢

（公会堂脇）

伊　　　達

（観　音　様）

南ヶ丘団地

（農協低温倉庫前）

水沢市ノ沢

（飯塚長利宅脇）

水　　　沢

（丸山醤油工場脇）

馬　　　場

（馬場小学校）

第
二
・
四
月
曜

十
目
町

9：10～9：40 9：50～10：20 10：30～11：00 12：30～1：00

田中町本通

（撚亀工場脇）

本町7～2
（染色整理組合前）

稲荷町3・南

（熊木建築前）

本　町　6

（十日町シルク入口）

第
二
・
四
火
曜

川
治

10：10～10：40 10：50～11：10 11：30～11：50 1：20～1：50 2：00～2：30 2：40～3：00 3：20～3：50

春　日　町

（春日公園）

北　新　由

（だいせい前）

城　之　古

（農　協　前）

谷　内　丑

（集会所脇）

関　　　根

（地蔵堂前）

長　　　里

（三　叉　路）

川治上町
（新川屋建設車庫前）

第
二
・
四
水
曜

中
条

10：00～10二30 10：40～11：00 12：30～1：00 1：10～1二40 1二50～2二20 2二30～3：00

四日町新田

（市営住宅）

四　日　町

（二瓶砂利車庫前）

中　条　島

（島分館前）

上　　　町

（阿部菊織物前）

新　　　座

（細金工務店前〉

本町6～3
（大津実宅前）

第
二
・
四
金
曜

吉
田

10：00～10：30 11：00～11：30 1：40～2：10 2：50～3：20 3：30～4：00

高田町3～南

（保健所前）

　鉢
（公民館前）

名　ケ　山

（鹿島建設作業所前）

稲　　　葉

（神社境内）

十目町島
（関口秀雄宅前）

第
二
●
四
r
金
曜

夜
ノ
間

5：10～5：40 5二50～6二20

昭和町1

（関口鍼灸院前）

稲荷町1

（東武運輸前）

　自動車文庫“こだま号，，は、例年5月巡回を開

始していたのを今年度から4月第3週かρ）開始い

ー
偽
臥
℃



（7う一と5∬93■■■■■■■■■■■■（第3種鞭棚可）．聯鵬4月lo日

余暇を豊かにするためにノ

　4月から市民講座が始まります。さあ、あなたも仲間をさそって

おいで下さい・申込み受付けは4月15日から開始します・お早めに

市公民館（学校町電7－5011）へ申し込みを。

木彫り入門
木彫i）の基礎を学び、茶たく・盆・

ブ・一チなどの制作技術を学ぶ

水曜夜
（20回）

南中学校

庭野秀正

焼物入門
湯のみ・花びんなど手づく1）のや

きものを楽しむ

金曜夜
（20回）

中条中学校

片桐静子

書道入門
書道の基礎を学び、生活に役立つ

書き付けを身に・）ける

金曜夜
（20回）

川西高校

平野綱一

郷土の

料理研究

郷土の料理を研究・実習し、忘れ

られようとしている料理を保存し

伝承する。

第1・3

水曜昼
（10回）

栄養士

阿部久美子

趣味の

染もの入門

染色手芸の基礎技術を学び、あわ

せで七宝焼を楽しむ

土曜昼
（20回）

未　　定

象
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
が
初

者
に
か
ぎ
り
ま
す
。
（
小
・
中
・
高

生
は
除
き
ま
す
V

員
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
名
で
す
。
申

み
受
付
け
は
四
月
十
五
日
か
ら
開

し
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り
表
す
。

の
と
き
本
人
宛
名
（
住
所
・
氏
名
）

ヒ
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
六
枚
（
連
絡

）
を
添
え
て
下
さ
い
。
申
込
書
は

民
館
（
本
館
）
に
あ
り
ま
す
。
電

申
込
可

講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
材
費
は

人
負
担
で
す
。

習
は
十
一
月
の
公
民
館
文
化
祭
ま

講
は
、
昼
間
の
　
「
趣
味
の
染
も

」
が
四
月
二
十
二
日
「
郷
土
の
料

研
究
」
が
四
月
二
十
六
目
い
ず
れ

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で
。

間
の
「
木
彫
り
」
が
四
月
二
十
六

「
焼
物
」
・
「
書
道
」
が
四
月
二
十

日
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら
九
時

で
公
民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す

い
で
下
さ
い
。

　
　
贈
本
運
動
に
　
　
§
　
　
　
　
留
　
を
遡
　
脱
掻
纏
葵

ー
ん
藷
物
鱒
魏
蔀
永
描
熱
撫
擁

躰
繕
繍
軒
罫
駿
餐
し
た
　
縫
炉
』
幹
霜
塾
欝
．
好
w
団
し
姉
澗
封
的
糊
↓
依
岐
ぱ
凧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉
理
教
北
越
分
教
会
●
票
動
．
（
ポ
駈
用
申
召
働
和
什
肚
に
咽
肛
肪
鰍

佐
藤
勇
（
新
光
寺
）
樋
。
ヨ
イ
町
六
⊥
一
）
菅
一
森
姫
さ
の
（
曹
町
留
利
　
賄
朽
猟
臨
嘱
け
映
鮒
蒲
蝦

（
中
町
）
上
村
直
治
（
馬
場
四
）
上
一
）
越
村
伸
弥
（
中
町
）
立
教
大
学
田
館
　
舩
扉
醍
訟
朗
仏
桁
麺
峨
ゆ

罐
蔚
）
（
殊
袈
勤
購
藤
解
聡
蠣
灘
闘
難
．
（
灘
竪
）
（
楠
臓
民
　
晒
纏
錫
鰻
陸
改
濁
腿
㈱
媚

北
原
克
二
（
長
岡
市
）
智
泉
寺
夫
山
吉
晴
（
本
町
四
）
　
　
w
公
　
＋
瀞
獣
今
礫
轄
糖
榊
咽
疑

HAPPY　TWEN’『Y！

青春フェスティバル

20オの若者全員集合

日時5月7日（日縄離

会場・十日町市民会館ホール

　　十日町市公民館

》内容《

ゲーム・レクダンス

ティスコ・話し合い

映画・歌声コンサート

　など楽しいものを計画中です。

『みんなで楽しいひとときを

　さあ、あなたにステキなことが…』

青春フェスティバル実行委員会

励
さ
拐

習
お
傑

群
の
胤

切
へ
批

彫
村
魎

甥
㈱
硫
青
鍔

＊学習のひろば＊

体育のひろば
＊球技を通じて体力づくりをしょう。
＊毎周1回　夜7時　中条小体育館

料理のひろば
＊栄養と調理の知識を身につけよう。

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

活花のひろば
＊小原流活花でゃさしい心を育てよう

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

レクのひろば
＊ダンスやフオークソング、ゲームで集おう。

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

写真のひろば
＊レンズを通して地域の風物や行事をさぐろう

＊毎月2回　夜7時　中条地区公民館

＊であいのひろば＊

　　花見・海水浴・キャンプ・クリスマス・研修旅行

　　合宿のつどい・新年のー）どい　等々

　米受講料は無料ですが、教材費は各自負担です。

　米会費は半年1，000円　申込時に納入下さい。

　采申込み、お問合せは、中条地区公民館（電話（2）2748）へ

＊開講式＊　　4月11日（火）夜7時～　中条地区公民館

■■■■■（第躍鞭物嗣）騨鵬4肋日■■■■■■■■■■■■とお』1』耽豊■■■■■⑥

自動車文庫eeこ：だま号，，発車しま一す〃

4月17日から
巡回日 コース ス　テ　ー　　シ　　ョ　ン

》し』　　　　　　　　　　　　　　　マー丁。猟　　　　　　　　／コクP　　　雌　　　　　1川　1口

たします。子供さんからお年寄まで楽しく利用し

てもらえる本をたくさん積んで巡回します。

　気軽にステ…ションまでおいで下さい。

（なお、第1回・目の巡回で残雪の状況により貸出不

可能なステーションがあるかも知れませんのでご
了承下さい。）

第
7
三
月
曜

六
箇

1二30～2二〇〇 2：20～2：40 3：00～3：30

六箇山谷
（山谷公民館入口）

田　　　麦

（田麦公民館）

六箇出張所

（六箇出張所前）

第
7
三
火
曜

飛
渡

10：10～10：40 11：00～11：30 12：30～1：00 2：00～2：30 3：00～3：30

上　川　町

（第四銀行寮）

池　　　谷

（曾根藤一郎宅脇）

新　　　水

（飛一小学校）

山　新　田

（飛二小学校）

東枯木又

（鎮　守　様）

第
7
三
水
曜

下
条

10：10～10：40 10：50～11：20 12：40～1：10 1：40～2：10 2：30～3：00 3：20～3：50

　原
（小林良章宅前）

岩　　　野

（宕野クラブ前）

漉　　　野

（東 ド組小学校）

水　　　口

（ド組分館前）

上　新　田

（上新田分館前）

田川町3

（八島勤宅脇〉

第
一
・
三
金
曜

水
沢

10：00～10：20 10：30～11：00 11：10～11：40 1：30～2：00 2：20～2：40 3：10～3：50

大　黒　沢

（公会堂脇）

伊　　　達

（観　音　様）

南ヶ丘団地

（農協低温倉庫前）

水沢市ノ沢

（飯塚長利宅脇）

水　　　沢

（丸山醤油工場脇）

馬　　　場

（馬場小学校）

第
二
・
四
月
曜

十
目
町

9：10～9：40 9：50～10：20 10：30～11：00 12：30～1：00

田中町本通

（撚亀工場脇）

本町7～2
（染色整理組合前）

稲荷町3・南

（熊木建築前）

本　町　6

（十日町シルク入口）

第
二
・
四
火
曜

川
治

10：10～10：40 10：50～11：10 11：30～11：50 1：20～1：50 2：00～2：30 2：40～3：00 3：20～3：50

春　日　町

（春日公園）

北　新　由

（だいせい前）

城　之　古

（農　協　前）

谷　内　丑

（集会所脇）

関　　　根

（地蔵堂前）

長　　　里

（三　叉　路）

川治上町
（新川屋建設車庫前）

第
二
・
四
水
曜

中
条

10：00～10二30 10：40～11：00 12：30～1：00 1：10～1二40 1二50～2二20 2二30～3：00

四日町新田

（市営住宅）

四　日　町

（二瓶砂利車庫前）

中　条　島

（島分館前）

上　　　町

（阿部菊織物前）

新　　　座

（細金工務店前〉

本町6～3
（大津実宅前）

第
二
・
四
金
曜

吉
田

10：00～10：30 11：00～11：30 1：40～2：10 2：50～3：20 3：30～4：00

高田町3～南

（保健所前）

　鉢
（公民館前）

名　ケ　山

（鹿島建設作業所前）

稲　　　葉

（神社境内）

十目町島
（関口秀雄宅前）

第
二
●
四
r
金
曜

夜
ノ
間

5：10～5：40 5二50～6二20

昭和町1

（関口鍼灸院前）

稲荷町1

（東武運輸前）

　自動車文庫“こだま号，，は、例年5月巡回を開

始していたのを今年度から4月第3週かρ）開始い

ー
偽
臥
℃
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出
荷
額
等
七
百
三
十
八
億
八
千
万
円

昭和52年工業統計調査結果
　　　　　概　　　　数
出荷額等前年度対比92億5千万円（11．1％）減少

市商工課では、このほど昭和52年12月31日現

在で行われた工業統計調査をまとめましたの

でお知らせします。

　
別
表
で
は
昭
和
五
十
二
年
の
調
査

結
果
を
あ
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
説
明

は
昭
和
五
十
一
年
と
比
較
し
な
が
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
内
の
事
業
所
数
は
総
数
二
千
百

八
十
九
で
、
前
年
対
比
で
は
百
五
十

事
業
所
の
減
で
し
た
。
こ
れ
は
繊
維

関
係
の
減
少
で
あ
り
、
前
年
に
比
較

し
て
、
手
加
工
染
色
・
整
理
の
分
野

で
や
や
増
加
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

出
ば
た
の
減
少
（
百
六
十
八
減
少
）

が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

繊
維
関
係
で
減
少

　
ま
た
、
従
業
者
数
に
つ
い
て
は
、

八
千
四
百
六
人
で
、
五
十
一
年
よ
り

千
二
百
五
人
（
十
二
・
五
幹
）
と
大
巾

に
減
少
し
ま
し
た
。

（第3種郵便物認可》昭和脇年4月10日

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等

総　数 2，189
　　　入
8，406

　　　ノ∫円
7，388，〔）22

食　　料 25 221 146，019

繊　　維 2，076 7，301 6，584，203

うち出織 1，447 58，818

衣　　服 7 34 7，681

木　　材 28 131 50，162

家　　具 13 88 39，174

紙 3 15 4，654

出　　版 6 74 32，577

窯　　業 7 116 149，198

金　　属 3 17 8，025

機　　械 9 214 99，897

電　　気 2 X X
輸　　送 2 X X
精　　密 1 X X
その他 7 57 7，965

Xの合計 138 258，467

■
二
つ
以
上
の
産
業
分
額
に
出
荷
額
等
が
あ
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
セ
な
製
拙
習
叩
、
加
工
品
’
．
、
格
付

し
、
そ
の
合
計
額
を
集
計
し
た
が
、
一
部
分
離
し
て
X
の
合
計
に
含
め
た
も
の
も
あ
る
。

　
出
荷
額
等
（
加
工
賃
収
入
、
修
理

料
を
含
む
）
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

七
百
三
十
八
億
八
千
万
円
と
な
り
、

昭
和
五
十
一
年
に
比
較
し
て
九
十
二

億
五
千
万
円
（
十
一
二
替
）
減
少
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
食
料
（
十
九
・
九

暫
増
）
、
窯
業
（
二
十
五
・
四
賛
増
）

関
係
で
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
全

体
的
に
減
少
し
た
産
業
が
多
く
、
と

く
に
本
市
に
お
け
る
出
荷
額
等
の
九

十
習
を
占
め
る
繊
維
産
業
関
係
で
・

昭
和
五
十
一
年
よ
り
九
十
億
三
千
万

円
（
十
二
二
蓄
）
減
少
し
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
＋
二
年
は
構
造
的
不
況
と

い
わ
れ
ノ
、
い
る
中
で
、
当
織
物
産
地

も
厳
し
い
生
産
調
整
等
不
況
対
策
を

と
り
な
が
ら
も
、
低
迷
を
続
け
る
市

況
に
苦
し
ん
だ
年
と
い
え
ま
す
．

　
こ
の
調
査
結
果
に
も
そ
の
一
端
が

表
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
．

　
《
注
》

◆
別
表
の
数
値
は
概
数
の
た
め
、
後

日
、
国
・
県
で
公
表
さ
れ
る
確
定
数

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◆
「
X
」
は
一
～
二
の
事
業
所
数
で

す
の
で
秘
匿
し
ま
し
た
。

◆
休
業
中
の
事
業
所
は
、
集
計
の
対

北
原
保
育
所
オ
ー
ブ
ン

　
昨
年
十
月
か
ら
、
中
条
北
原
地
内

に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
市
立

番
静
欝
⑰
盤
馨
静
都
盤
盤
静
輸
番
静
馨
鱒
⑬
馨
静
韓
番
馨
番
輸
番
盤
盤
盤

遷
縷
を
愛
毯
く
利
驚
し
ま

し
よ
覧
つ
℃

　
錨
（
紅
厨
遵
鐵
を
ぶ
さ
い
で
い
た

雪
も
蘇
け
、
導
蹴
蓼
租
臆
ず
る
こ
！

嘉
多
静
季
節
に
な
鱗
糞
稔
態
す

次
㌘
芝
を
守
尋
疋
彰
く
露
で

を
辮
し
蓋
ξ
・
　
　
の

・
欝
擁
錘
幾
善
鷺
驕
…
も

嚢
艦
蕊
毒
縷
藤
讐
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

く
叢
讐
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

灘
撫
簿
麟
欝
が
歩
ぐ
選
響
す
。
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

鶉
縫
建
董
姦
登
撫
は

よ
鑛
欝
㌻
蒙
し
ょ
蒐
路

．
霧
蓬
攣
途
合
嫉
懲
遭

物
犠
鐸
蕊
出
な
い
よ
・
曝
ぼ
海

意
し
て
薮
難
鶏
麟
、

8
鐵
臓
・
灘
雛
β
爆
ミ
や
驚
健
な
ど

驚
誌
盟
置
し
な
い
潔
う
綴
し
ま
し
ょ
う
。

9
遵
路
工
事
を
す
る
峰
（
灘
戯
埋
立
、

　
歩
選
鍵
切
り
下
げ
5
．
土
騨
溝
に
U

峯
溝
を
奄
設
す
る
辱
）
や
鴇
道
路

敷
に
玉
作
悔
を
鑑
饗
待
．
選
ヒ
ュ
ー

ム
管
な
ど
の
鉾
水
管
を
奄
設
す
る

工
事
鶴
”
是
墳
を
俸
る
等
）
ほ
遺
路

讐
皿
理
募
質
の
許
冨
腎
蹉
鞍
瓢
薦
懸
灘
饗
。

　
』
鷹
蹟
の
亀
譲
簸
滞
藁
聯
雛
あ
け
た

藤
や
遭
譲
に
つ
縫
繋
あ
轟
欝
燦
周

鵬
含
せ
擁
鞘
麟
纂
欝
場
に
儀
い
で
嫉
1

牽
β
財
汰
＊
事
務
灘
（
繋
聖
響
滋

鷺
ご
と
擢
道
め
饗
含
糠
華
日
町

欝
役
所
建
設
議
蘇
幾
七
叢
二
、
二

鯉
）
攣
で
連
織
登
嶽
麟
い
い
だ
し

聚
嚢
。

爾
轄
畷
遜
る
あ
な
鑑
戯
遷
無
巻
々

北
原
保
育
所
」
（
木
造
平
屋
建
、
床

面
積
四
百
三
十
五
平
方
材
）
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
去
る
四
月
六
日
の
竣

工
式
と
と
も
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
北
原
地
内
に
は
保
育
所
が

な
く
、
子
供
た
ち
は
ニ
キ
・
ほ
ど
離

れ
た
へ
き
地
保
育
所
に
通
っ
て
い
ま

し
た
が
、
未
満
児
の
収
容
が
で
き
な

い
、
さ
ら
に
地
場
産
業
に
従
事
す
る

制欝誹r墜ピ1
翼ブ茎　巻紙にこめたぐめ
麓ン長な襲彗謝霧脊驚肇建お報

握　　 1ともなるとさまざまな条件がつさまとう・

袈育．．共1婁羅蹴謙

麗殿躯用して・紙に轍穴を轍にあ1また塙i
どがけ保がぎ気破巻紙”が主要な鉗丙を勅に使われ1

　　　　　　　　　　　　　　＿＿噺“誠
轟の保育国

北
原
保
青
所

　
　
　
　
　
4
学

雛
藤

建
設
に
と
り
か
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
総
事
業
費
は
三
千
三
百
九
十
．
．
．
万

四
千
円
で
、
こ
の
う
ち
年
金
積
立
金

の
還
元
融
資
九
百
六
卜
万
円
を
受
け

て
い
ま
す
。

森
の
保
育
園
も
開
園

　
大
黒
沢
地
内
（
森
林
組
合
山
菜
加

工
場
の
隣
）
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
「
社
会
福
祉
法
人
森
の
保
育
園
」

も
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
去
る
し
日
に

開
園
式
が
行
れ
ま
し
た
．
　
　
　
画

　
こ
の
建
物
は
、
市
内
イ
．
、
は
初
め
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物

で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和53年4月ゆ日

　市では十日町市ほケ賞規則（市政の進展、文化の向上、その他

市民の福祉増進に功労のあった者及び市民の模範となるべき善行

をしたもの等を対象）に基づき、つぎの15個人、2団体を昭和52

年度市政功労者に決定。去る3月31日市役所で表彰式を行いまし

た。

　※表彰者名簿（敬称略）

◎自治功労　　　　　阿部十郎・中町由雄

◎産業功労　　　　　川勝益之助・丸山喜平・山内正豊

◎治山・治水功労　　阿部善吉

◎福祉功労　　　　　福島クニ江

◎交通安全功労　　　石坂賢次・馬場文平

◎防災功労　　　　　村山隆太郎・樋熊茂夫・根津一夫

◎統計功労　　　　　阿部国治・滝沢文吉

◎寄付　 福島商事（株）・村山正男・東京海上火災

　　　　　　　　　　保険（株）

善
行
青
少
年
も
表
彰

　
十
日
町
市
青
少
年
問
題
協
議
会

（
春
日
由
三
会
長
）
は
、
善
行
青
少
年

（
団
）
と
し
て
、
去
る
三
月
二
十
二

日
に
、
佐
藤
常
弘
さ
ん
と
赤
倉
J
R

C
（
青
少
年
赤
十
字
）
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
の
一
環
と
し
て
今
年
か
ら
は
じ
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
　
（
写
真
左
か
ら

春
日
市
長
、
佐
藤
常
弘
さ
ん
、
赤
倉

J
R
C
代
表
二
名
）

体
育
施
毅
受
付
場
所
の

　
　
　
　
　
変
更
に
つ
い
て

　
四
月
一
日
か
ら
、
市
営
野
球
場
、

市
民
体
育
館
の
使
用
申
し
込
み
場
所

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

受
付
場
所
　
市
民
体
育
館
事
務
室

　
　
時
間
　
平
日
　
午
前
八
時
半
～

　
　
　
　
　
五
時

　
　
　
　
土
曜
　
午
前
八
時
半
～

　
　
　
　
　
十
二
時
半

　
　
（
日
曜
・
祭
日
と
土
曜
の
午
後

は
受
付
け
ま
せ
ん
。
）

　
な
お
体
育
施
設
備
品
の
貸
出
し
の

受
付
け
も
体
育
館
’
．
・
行
い
ま
す
．

家
内
労
働
委
託
状
況
届
は

　
四
月
二
十
八
日
ま
で
に

　
家
内
労
働
者
に
物
品
を
提
供
し
、

加
工
等
を
委
託
し
て
い
る
委
託
者
は

「
委
託
状
況
届
」
を
四
月
二
十
八
日

ま
で
に
労
働
基
準
監
督
署
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
等
は
、
市

役
所
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
そ
の
他
詳
し
い
こ

と
は
労
働
基
準
監
督
署
（
8
二
ー
二

〇
七
九
番
）
へ
。

国
民
年
金
の
届
を
忘
れ
ず
に

　
四
月
は
就
職
や
進
学
、
転
勤
な
ど

異
動
の
時
期
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
土
台
と
言
え
る
重
大
な
も
の
で
す

か
ら
、
事
情
が
変
っ
た
と
き
、
た
と

え
ば
工
場
や
会
社
に
入
っ
た
時
に
は

「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
』

を
、
工
場
や
会
社
を
や
め
た
時
は
「
国

民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を

そ
れ
ぞ
れ
す
み
や
か
に
届
け
出
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
と
同
様
に
大
切
な
こ
と

で
す
し
、
ま
た
、
こ
の
手
続
き
を
怠

っ
た
ば
か
り
に
将
来
、
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
年
金

と
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
は
つ

な
が
り
、
通
算
老
齢
年
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

人
の
健
康
を
考
え
る

　
肩
が
こ
っ
た
り
、
手
足
が
疲
れ
た

り
す
る
が
、
何
か
い
い
方
法
は
な
い

か
の
－
…
　
と
水
沢
部
落
の
婦
人
会

員
が
、
水
沢
地
区
公
民
館
を
訪
れ
た

の
が
昨
年
三
月
の
こ
と
。

　
毎
日
の
生
活
で
、
一
番
大
変
な
の

が
家
庭
を
守
る
立
場
の
主
婦
。
家
族

の
健
康
に
注
意
は
し
て
い
て
も
、
自

分
の
事
と
な
る
と
忙
し
さ
の
た
め
、

つ
い
う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
だ
ろ
う
。

　
何
か
い
い
指
圧
の
講
習
会
で
も
開

い
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
の
が
講

座
開
設
の
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
っ
た
。

　
市
保
健
諜
の
資
料
で
も
、
水
沢
地

区
は
国
保
の
高
額
医
療
費
の
割
合
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
区
の

婦
人
に
と
っ
て
健
康
問
題
は
関
心
の

由
尚
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
公
民
館
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
健

康
に
つ
い
て
の
講
座
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
五
十
二
年
度
は
さ
ら
に

進
め
た
形
で
、
地
区
内
ど
こ
か
叫
＼

健
康
問
題
の
講
座
を
継
続
的
に
実
施

し
ょ
う
と
計
画
し
て
い
た
。
ち
ょ
う

ど
良
い
機
会
で
あ
っ
た
の
で
、
重
点

事
業
と
し
イ
＼
水
沢
部
落
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

“
水
沢
婦
人
講
座
”

　
こ
の
講
座
の
主
題
は
、
婦
人
の
健

康
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
目
標
の
一
つ
に
、
健
康
に
関
す
る

知
識
を
深
め
て
も
ら
う
。
二
つ
に
継

続
学
習
に
慣
れ
て
も
ら
う
、
と
い
う

二
点
。
年
度
早
々
の
四
月
か
ら
始
め

て
十
二
月
ま
で
、
月
一
回
の
ぺ
ー
ス

で
開
設
。
参
加
者
は
三
十
名
位
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
事
か

ら
入
り
、
誰
も
が
気
楽
に
参
加
で
き

る
も
の
、
そ
し
て
継
続
学
習
で
あ
る

の
で
、
途
中
飽
き
の
こ
な
い
も
の
を

と
い
う
進
め
方
で
行
っ
た
。

　
講
座
の
大
ざ
っ
ぱ
な
項
目
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
最
初
に
取
り

あ
げ
た
く
ら
し
の
中
の
健
康
で
は
、

「
食
生
活
と
健
康
」
の
料
理
実
習

自
覚
症
状
な
ど
を
出
し
合
い
、
日
頃

健
康
管
理
で
心
が
け
て
い
る
事
を
出

し
合
っ
て
、
健
康
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
も
ら
っ
た
。

　
夏
場
に
は
、
余
暇
を
使
っ
た
健
康

を
取
り
あ
げ
、
家
庭
で
で
き
る
健
康

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
、
身

体
を
お
お
い
に
動
か
し
て
、
若
が
え

り
に
努
め
て
も
ら
っ
た
。

　
秋
に
入
っ
て
か
ら
の
食
生
活
と
健

康
で
は
、
食
品
の
知
識
と
流
通
機
構

の
学
習
の
た
め
、
卸
売
セ
ン
タ
ー
の

視
察
、
ま
た
健
康
な
食
生
活
の
た
め

料
理
実
習
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
み

ま
し
た
。

　
最
後
の
病
気
と
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
医
師
を
囲
ん
で
講
義
と
話
し
合

い
で
一
応
の
締
め
く
く
り
に
持
っ
て

行
き
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
健
康
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
の
方
面
か
ら
取
り
あ
げ
て

み
ま
し
た
が
、
内
容
に
つ
い
て
少
し

欲
ば
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
、
，

も
う
少
し
整
理
し
た
講
座
に
す
れ
ば

よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
ず
。

　
五
十
三
年
度
も
ま
た
、
公
民
館
の

事
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
健
康
に
関

す
る
講
座
は
、
も
う
少
し
続
け
て
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
武
田
）

今
月
の
納
税
・
：
固
定
資
産
税
第
一
期
・
国
民
健
康
保
険
料
第
一
期
（
納
期
限
四
月
十
七
日
～
五
月
一
日
）
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出
荷
額
等
七
百
三
十
八
億
八
千
万
円

昭和52年工業統計調査結果
　　　　　概　　　　数
出荷額等前年度対比92億5千万円（11．1％）減少

市商工課では、このほど昭和52年12月31日現

在で行われた工業統計調査をまとめましたの

でお知らせします。

　
別
表
で
は
昭
和
五
十
二
年
の
調
査

結
果
を
あ
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
説
明

は
昭
和
五
十
一
年
と
比
較
し
な
が
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
内
の
事
業
所
数
は
総
数
二
千
百

八
十
九
で
、
前
年
対
比
で
は
百
五
十

事
業
所
の
減
で
し
た
。
こ
れ
は
繊
維

関
係
の
減
少
で
あ
り
、
前
年
に
比
較

し
て
、
手
加
工
染
色
・
整
理
の
分
野

で
や
や
増
加
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

出
ば
た
の
減
少
（
百
六
十
八
減
少
）

が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

繊
維
関
係
で
減
少

　
ま
た
、
従
業
者
数
に
つ
い
て
は
、

八
千
四
百
六
人
で
、
五
十
一
年
よ
り

千
二
百
五
人
（
十
二
・
五
幹
）
と
大
巾

に
減
少
し
ま
し
た
。

（第3種郵便物認可》昭和脇年4月10日

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等

総　数 2，189
　　　入
8，406

　　　ノ∫円
7，388，〔）22

食　　料 25 221 146，019

繊　　維 2，076 7，301 6，584，203

うち出織 1，447 58，818

衣　　服 7 34 7，681

木　　材 28 131 50，162

家　　具 13 88 39，174

紙 3 15 4，654

出　　版 6 74 32，577

窯　　業 7 116 149，198

金　　属 3 17 8，025

機　　械 9 214 99，897

電　　気 2 X X
輸　　送 2 X X
精　　密 1 X X
その他 7 57 7，965

Xの合計 138 258，467

■
二
つ
以
上
の
産
業
分
額
に
出
荷
額
等
が
あ
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
セ
な
製
拙
習
叩
、
加
工
品
’
．
、
格
付

し
、
そ
の
合
計
額
を
集
計
し
た
が
、
一
部
分
離
し
て
X
の
合
計
に
含
め
た
も
の
も
あ
る
。

　
出
荷
額
等
（
加
工
賃
収
入
、
修
理

料
を
含
む
）
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

七
百
三
十
八
億
八
千
万
円
と
な
り
、

昭
和
五
十
一
年
に
比
較
し
て
九
十
二

億
五
千
万
円
（
十
一
二
替
）
減
少
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
食
料
（
十
九
・
九

暫
増
）
、
窯
業
（
二
十
五
・
四
賛
増
）

関
係
で
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
全

体
的
に
減
少
し
た
産
業
が
多
く
、
と

く
に
本
市
に
お
け
る
出
荷
額
等
の
九

十
習
を
占
め
る
繊
維
産
業
関
係
で
・

昭
和
五
十
一
年
よ
り
九
十
億
三
千
万

円
（
十
二
二
蓄
）
減
少
し
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
＋
二
年
は
構
造
的
不
況
と

い
わ
れ
ノ
、
い
る
中
で
、
当
織
物
産
地

も
厳
し
い
生
産
調
整
等
不
況
対
策
を

と
り
な
が
ら
も
、
低
迷
を
続
け
る
市

況
に
苦
し
ん
だ
年
と
い
え
ま
す
．

　
こ
の
調
査
結
果
に
も
そ
の
一
端
が

表
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
．

　
《
注
》

◆
別
表
の
数
値
は
概
数
の
た
め
、
後

日
、
国
・
県
で
公
表
さ
れ
る
確
定
数

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◆
「
X
」
は
一
～
二
の
事
業
所
数
で

す
の
で
秘
匿
し
ま
し
た
。

◆
休
業
中
の
事
業
所
は
、
集
計
の
対

北
原
保
育
所
オ
ー
ブ
ン

　
昨
年
十
月
か
ら
、
中
条
北
原
地
内

に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
市
立

番
静
欝
⑰
盤
馨
静
都
盤
盤
静
輸
番
静
馨
鱒
⑬
馨
静
韓
番
馨
番
輸
番
盤
盤
盤

遷
縷
を
愛
毯
く
利
驚
し
ま

し
よ
覧
つ
℃

　
錨
（
紅
厨
遵
鐵
を
ぶ
さ
い
で
い
た

雪
も
蘇
け
、
導
蹴
蓼
租
臆
ず
る
こ
！

嘉
多
静
季
節
に
な
鱗
糞
稔
態
す

次
㌘
芝
を
守
尋
疋
彰
く
露
で

を
辮
し
蓋
ξ
・
　
　
の

・
欝
擁
錘
幾
善
鷺
驕
…
も

嚢
艦
蕊
毒
縷
藤
讐
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

く
叢
讐
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

灘
撫
簿
麟
欝
が
歩
ぐ
選
響
す
。
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

鶉
縫
建
董
姦
登
撫
は

よ
鑛
欝
㌻
蒙
し
ょ
蒐
路

．
霧
蓬
攣
途
合
嫉
懲
遭

物
犠
鐸
蕊
出
な
い
よ
・
曝
ぼ
海

意
し
て
薮
難
鶏
麟
、

8
鐵
臓
・
灘
雛
β
爆
ミ
や
驚
健
な
ど

驚
誌
盟
置
し
な
い
潔
う
綴
し
ま
し
ょ
う
。

9
遵
路
工
事
を
す
る
峰
（
灘
戯
埋
立
、

　
歩
選
鍵
切
り
下
げ
5
．
土
騨
溝
に
U

峯
溝
を
奄
設
す
る
辱
）
や
鴇
道
路

敷
に
玉
作
悔
を
鑑
饗
待
．
選
ヒ
ュ
ー

ム
管
な
ど
の
鉾
水
管
を
奄
設
す
る

工
事
鶴
”
是
墳
を
俸
る
等
）
ほ
遺
路

讐
皿
理
募
質
の
許
冨
腎
蹉
鞍
瓢
薦
懸
灘
饗
。

　
』
鷹
蹟
の
亀
譲
簸
滞
藁
聯
雛
あ
け
た

藤
や
遭
譲
に
つ
縫
繋
あ
轟
欝
燦
周

鵬
含
せ
擁
鞘
麟
纂
欝
場
に
儀
い
で
嫉
1

牽
β
財
汰
＊
事
務
灘
（
繋
聖
響
滋

鷺
ご
と
擢
道
め
饗
含
糠
華
日
町

欝
役
所
建
設
議
蘇
幾
七
叢
二
、
二

鯉
）
攣
で
連
織
登
嶽
麟
い
い
だ
し

聚
嚢
。

爾
轄
畷
遜
る
あ
な
鑑
戯
遷
無
巻
々

北
原
保
育
所
」
（
木
造
平
屋
建
、
床

面
積
四
百
三
十
五
平
方
材
）
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
去
る
四
月
六
日
の
竣

工
式
と
と
も
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
北
原
地
内
に
は
保
育
所
が

な
く
、
子
供
た
ち
は
ニ
キ
・
ほ
ど
離

れ
た
へ
き
地
保
育
所
に
通
っ
て
い
ま

し
た
が
、
未
満
児
の
収
容
が
で
き
な

い
、
さ
ら
に
地
場
産
業
に
従
事
す
る

制欝誹r墜ピ1
翼ブ茎　巻紙にこめたぐめ
麓ン長な襲彗謝霧脊驚肇建お報

握　　 1ともなるとさまざまな条件がつさまとう・

袈育．．共1婁羅蹴謙

麗殿躯用して・紙に轍穴を轍にあ1また塙i
どがけ保がぎ気破巻紙”が主要な鉗丙を勅に使われ1

　　　　　　　　　　　　　　＿＿噺“誠
轟の保育国

北
原
保
青
所

　
　
　
　
　
4
学

雛
藤

建
設
に
と
り
か
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
総
事
業
費
は
三
千
三
百
九
十
．
．
．
万

四
千
円
で
、
こ
の
う
ち
年
金
積
立
金

の
還
元
融
資
九
百
六
卜
万
円
を
受
け

て
い
ま
す
。

森
の
保
育
園
も
開
園

　
大
黒
沢
地
内
（
森
林
組
合
山
菜
加

工
場
の
隣
）
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
「
社
会
福
祉
法
人
森
の
保
育
園
」

も
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
去
る
し
日
に

開
園
式
が
行
れ
ま
し
た
．
　
　
　
画

　
こ
の
建
物
は
、
市
内
イ
．
、
は
初
め
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物

で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和53年4月ゆ日

　市では十日町市ほケ賞規則（市政の進展、文化の向上、その他

市民の福祉増進に功労のあった者及び市民の模範となるべき善行

をしたもの等を対象）に基づき、つぎの15個人、2団体を昭和52

年度市政功労者に決定。去る3月31日市役所で表彰式を行いまし

た。

　※表彰者名簿（敬称略）

◎自治功労　　　　　阿部十郎・中町由雄

◎産業功労　　　　　川勝益之助・丸山喜平・山内正豊

◎治山・治水功労　　阿部善吉

◎福祉功労　　　　　福島クニ江

◎交通安全功労　　　石坂賢次・馬場文平

◎防災功労　　　　　村山隆太郎・樋熊茂夫・根津一夫

◎統計功労　　　　　阿部国治・滝沢文吉

◎寄付　 福島商事（株）・村山正男・東京海上火災

　　　　　　　　　　保険（株）

善
行
青
少
年
も
表
彰

　
十
日
町
市
青
少
年
問
題
協
議
会

（
春
日
由
三
会
長
）
は
、
善
行
青
少
年

（
団
）
と
し
て
、
去
る
三
月
二
十
二

日
に
、
佐
藤
常
弘
さ
ん
と
赤
倉
J
R

C
（
青
少
年
赤
十
字
）
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
の
一
環
と
し
て
今
年
か
ら
は
じ
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
　
（
写
真
左
か
ら

春
日
市
長
、
佐
藤
常
弘
さ
ん
、
赤
倉

J
R
C
代
表
二
名
）

体
育
施
毅
受
付
場
所
の

　
　
　
　
　
変
更
に
つ
い
て

　
四
月
一
日
か
ら
、
市
営
野
球
場
、

市
民
体
育
館
の
使
用
申
し
込
み
場
所

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

受
付
場
所
　
市
民
体
育
館
事
務
室

　
　
時
間
　
平
日
　
午
前
八
時
半
～

　
　
　
　
　
五
時

　
　
　
　
土
曜
　
午
前
八
時
半
～

　
　
　
　
　
十
二
時
半

　
　
（
日
曜
・
祭
日
と
土
曜
の
午
後

は
受
付
け
ま
せ
ん
。
）

　
な
お
体
育
施
設
備
品
の
貸
出
し
の

受
付
け
も
体
育
館
’
．
・
行
い
ま
す
．

家
内
労
働
委
託
状
況
届
は

　
四
月
二
十
八
日
ま
で
に

　
家
内
労
働
者
に
物
品
を
提
供
し
、

加
工
等
を
委
託
し
て
い
る
委
託
者
は

「
委
託
状
況
届
」
を
四
月
二
十
八
日

ま
で
に
労
働
基
準
監
督
署
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
等
は
、
市

役
所
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
そ
の
他
詳
し
い
こ

と
は
労
働
基
準
監
督
署
（
8
二
ー
二

〇
七
九
番
）
へ
。

国
民
年
金
の
届
を
忘
れ
ず
に

　
四
月
は
就
職
や
進
学
、
転
勤
な
ど

異
動
の
時
期
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
土
台
と
言
え
る
重
大
な
も
の
で
す

か
ら
、
事
情
が
変
っ
た
と
き
、
た
と

え
ば
工
場
や
会
社
に
入
っ
た
時
に
は

「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
』

を
、
工
場
や
会
社
を
や
め
た
時
は
「
国

民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を

そ
れ
ぞ
れ
す
み
や
か
に
届
け
出
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
と
同
様
に
大
切
な
こ
と

で
す
し
、
ま
た
、
こ
の
手
続
き
を
怠

っ
た
ば
か
り
に
将
来
、
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
年
金

と
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
は
つ

な
が
り
、
通
算
老
齢
年
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

人
の
健
康
を
考
え
る

　
肩
が
こ
っ
た
り
、
手
足
が
疲
れ
た

り
す
る
が
、
何
か
い
い
方
法
は
な
い

か
の
－
…
　
と
水
沢
部
落
の
婦
人
会

員
が
、
水
沢
地
区
公
民
館
を
訪
れ
た

の
が
昨
年
三
月
の
こ
と
。

　
毎
日
の
生
活
で
、
一
番
大
変
な
の

が
家
庭
を
守
る
立
場
の
主
婦
。
家
族

の
健
康
に
注
意
は
し
て
い
て
も
、
自

分
の
事
と
な
る
と
忙
し
さ
の
た
め
、

つ
い
う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
だ
ろ
う
。

　
何
か
い
い
指
圧
の
講
習
会
で
も
開

い
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
の
が
講

座
開
設
の
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
っ
た
。

　
市
保
健
諜
の
資
料
で
も
、
水
沢
地

区
は
国
保
の
高
額
医
療
費
の
割
合
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
区
の

婦
人
に
と
っ
て
健
康
問
題
は
関
心
の

由
尚
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
公
民
館
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
健

康
に
つ
い
て
の
講
座
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
五
十
二
年
度
は
さ
ら
に

進
め
た
形
で
、
地
区
内
ど
こ
か
叫
＼

健
康
問
題
の
講
座
を
継
続
的
に
実
施

し
ょ
う
と
計
画
し
て
い
た
。
ち
ょ
う

ど
良
い
機
会
で
あ
っ
た
の
で
、
重
点

事
業
と
し
イ
＼
水
沢
部
落
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

“
水
沢
婦
人
講
座
”

　
こ
の
講
座
の
主
題
は
、
婦
人
の
健

康
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
目
標
の
一
つ
に
、
健
康
に
関
す
る

知
識
を
深
め
て
も
ら
う
。
二
つ
に
継

続
学
習
に
慣
れ
て
も
ら
う
、
と
い
う

二
点
。
年
度
早
々
の
四
月
か
ら
始
め

て
十
二
月
ま
で
、
月
一
回
の
ぺ
ー
ス

で
開
設
。
参
加
者
は
三
十
名
位
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
事
か

ら
入
り
、
誰
も
が
気
楽
に
参
加
で
き

る
も
の
、
そ
し
て
継
続
学
習
で
あ
る

の
で
、
途
中
飽
き
の
こ
な
い
も
の
を

と
い
う
進
め
方
で
行
っ
た
。

　
講
座
の
大
ざ
っ
ぱ
な
項
目
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
最
初
に
取
り

あ
げ
た
く
ら
し
の
中
の
健
康
で
は
、

「
食
生
活
と
健
康
」
の
料
理
実
習

自
覚
症
状
な
ど
を
出
し
合
い
、
日
頃

健
康
管
理
で
心
が
け
て
い
る
事
を
出

し
合
っ
て
、
健
康
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
も
ら
っ
た
。

　
夏
場
に
は
、
余
暇
を
使
っ
た
健
康

を
取
り
あ
げ
、
家
庭
で
で
き
る
健
康

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
、
身

体
を
お
お
い
に
動
か
し
て
、
若
が
え

り
に
努
め
て
も
ら
っ
た
。

　
秋
に
入
っ
て
か
ら
の
食
生
活
と
健

康
で
は
、
食
品
の
知
識
と
流
通
機
構

の
学
習
の
た
め
、
卸
売
セ
ン
タ
ー
の

視
察
、
ま
た
健
康
な
食
生
活
の
た
め

料
理
実
習
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
み

ま
し
た
。

　
最
後
の
病
気
と
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
医
師
を
囲
ん
で
講
義
と
話
し
合

い
で
一
応
の
締
め
く
く
り
に
持
っ
て

行
き
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
健
康
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
の
方
面
か
ら
取
り
あ
げ
て

み
ま
し
た
が
、
内
容
に
つ
い
て
少
し

欲
ば
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
、
，

も
う
少
し
整
理
し
た
講
座
に
す
れ
ば

よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
ず
。

　
五
十
三
年
度
も
ま
た
、
公
民
館
の

事
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
健
康
に
関

す
る
講
座
は
、
も
う
少
し
続
け
て
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
武
田
）

今
月
の
納
税
・
：
固
定
資
産
税
第
一
期
・
国
民
健
康
保
険
料
第
一
期
（
納
期
限
四
月
十
七
日
～
五
月
一
日
）
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市
立
保
育
所

産
休
代
替
要
員
を
募
集

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
よ
り

市
立
保
育
所
保
母
産
休
代
替
要
員
登

録
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
立
保
育
所
の
職
員
が

出
産
の
た
め
に
休
業
す
る
期
間
、
〃
、

の
職
員
の
代
替
と
し
て
、
臨
時
的
に

勤
務
し
て
も
ら
う
保
母
を
、
登
録
制

度
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
．

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
つ
ぎ

の
要
領
に
よ
り
、
市
総
務
課
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

登
録
資
格
　
保
母
の
資
格
又
は
、
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
お
お
む
ね

二
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
者
．

賃
金
　
日
給
一
．
．
f
一
．
百
円
程
度

申
し
込
み
期
間
　
四
月
、
一
卜
日
か
ら

四
月
二
卜
八
日
ま
で

申
し
込
み
用
紙
申
し
込
み
用
紙
及

び
詳
細
は
市
総
務
課
へ
．

　　　　　　燵潔蛸嚢豊遍蒔

　製造年月日と保存期閂
製造年月目

　「食品衛生法」と「乳及び乳製品の成
分規格に関する省令」で齪の飾に・・．鰯

また「農林物質の規格化および品質表　　一一・　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c◎曜
示の適正化に関する法律（J　A　S）」で　　　　r．…、．　　，

品質表示墓準が設定されている食品に　　　　　転』

は、製造年月臼の表示が義務づけられています。

　製造年月日とは、その食品の製造時の日何と考えるのが普

通ですが、法律上ではっきりした定義がないため、容器につ

めた年月日、加工年月日、出荷年月臼などが同一に扱われて

います。

保存期間

　法律上の定義つけはありませんが、一般に食品が一一定の条

件下で管理された時、衛生上、品質上安心して食べられる期

間と考えてよいでしょう。

　たとえば、食用油は常温で直射日光の当らない所に保存し

た時、封をきる前の缶入りと着色びんは2年間、透明びんは

／年半、フラスチックびんは1年位（日本油脂協会）が安贈

して食べられる期間といえます。

就
学
援
助
制
度
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
生
活
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
、
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
等
）
を

支
給
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
条
期
　
　
し
ま
い

　
　
　
　
　
の
る
　
　
存
ん
安

　
　
　
　
　
定
れ
　
保
び
が

　
　
　
　
　
一
ら
　
　
に
明
）

　
　
　
　
　
が
べ
　
所
透
会

　
　
　
　
　
品
食
　
　
い
＼
協

　
　
　
　
　
食
て
　
な
間
脂

　
　
　
　
　
に
し
　
　
ら
年
油

　
　
　
　
　
般
心
　
当
2
本

　
　
　
　
　
㎜
安
　
　
の
は
日

　
　
　
　
　
￥
上
　
　
光
ん
（

　
　
　
　
　
が
質
　
日
び
位

　
　
　
　
　
ん
品
　
射
色
年
。

　
　
　
　
　
せ
　
￥
　
直
着
1
す

　
　
　
　
　
ま
上
　
　
で
と
は
ま

　
　
　
　
　
り
生
。
温
り
ん
え

　
　
　
　
　
あ
衛
う
常
入
び
い

　
　
　
　
　
は
　
＼
よ
は
缶
ク
と

　
　
　
　
　
け
時
し
油
の
ツ
間

　
　
　
　
　
つ
た
で
用
前
チ
期

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
々
、
、
四

月
二
十
日
玄
’
、
・
行
コ
、
い
裳
す
の
げ
、
、
、

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
各

小
・
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は
教

育
委
員
会
へ
申
し
出
て
・
＼
た
さ
い

　
詳
し
い
こ
レ
ほ
、
教
育
委
員
会
庶

務
課
（
盈
し
ー
．
．
、
一
』
番
内
線
二

七
、
．
．
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

昭
和
五
十
三
年
度
銃
砲
刀

剣
類
登
録
審
査
会
を
開
催

　
日
時
（
予
定
）
…
κ
月
十
五
日
帽

し
月
十
四
日
圃
・
レ
月
十
六
日
㈲
・

↑
二
月
卜
五
日
樹
。
五
十
四
年
二
月

十
五
日
困
　
時
問
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時
～
午
後
一
、
、
時
ま
で
．

　
場
所
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手

通
一
丁
目
）

　
持
参
す
る
も
の
…
■
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
■
所
轄
警

察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣

類
発
見
届
出
受
理
証
■
登
録
手
数
料

一
件
に
つ
き
五
．
白
円
（
新
潟
県
収
入

証
紙
で
納
天
）
■
印
鑑

　
そ
の
他
…
登
録
審
査
会
で
登
録
手

続
等
を
行
う
者
は
、
登
録
申
請
者
本

人
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
事

巡回内職相談を実施
　新潟県では、つぎの要項により昭和53年度巡回内職相

談をf実力也しま一ず。

目日　時　毎月第3金曜日午前10時～午後3時まで

日場　所　市役所第1会議室

　　　　　　（日時により変更されることがあります）

■相談員　県の内職相談員また鉱地区内職相談員

その他詳しいことは市役所商工課へ（87－3111内線243）

叢遷灘饗
　
教
育
委
員
会
は
、
市
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
し
た
五
人
の
委
員

で
組
織
さ
れ
、
教
育
行
政
を
担
当
す

る
機
関
で
す
。

　
教
育
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、

「
教
育
長
」
を
中
心
に
、
学
校
教
育

や
社
会
教
育
な
ど
の
事
務
を
担
当
す

る
「
事
務
局
」
が
、
市
役
所
四
階
北

側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
庶
務
課
（
庶
務
係
）
は
、

事
務
局
の
中
に
あ
っ
て
七
名
の
課
員

で
次
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
．

▼
学
校
の
校
舎
等
の
建
築
事
務

▼
校
舎
や
校
地
等
の
施
設
の
整
備

▼
教
材
・
教
具
の
整
備
等

▼
経
済
的
理
由
に
ょ
り
就
学
が
困
難

な
高
校
生
、
大
学
生
を
対
象
に
し
た

奨
学
金
の
貸
付
（
年
に
一
回
選
考
）

▼
私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨
励

▼
小
・
中
学
校
の
就
学
事
務
等

　
幼
稚
園
の
就
園
奨
励
、
小
・
中
学

校
の
就
学
援
助
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
教
委
庶
務
課
長
太
田
）

情
に
よ
り
代
人
が
行
う
場
合
は
登
録

申
請
者
の
家
族
ま
た
は
責
任
あ
る
者

が
行
う
こ
と
．
■
銃
砲
刀
剣
類
を
持

参
す
る
場
合
は
、
包
装
に
十
分
注
意

し
危
険
の
な
い
よ
う
に
．

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
▼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
十
日
町
第
一
団
　
三
万
八
千
五

百
八
十
三
円
▼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
『
’
乙

　
亀
態
咲
猛
薩
と
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り

、
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
巧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
彪
“

　
　
一
＼

五
万
三
千
七
百
八
十
円
　
▼
青
少
年

ホ
ー
ム
利
用
者
協
議
会
　
瓦
千
円
▼

内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千
円
▼
大
島

ハ
ル
子
（
蕨
平
）
　
．
、
一
万
円
▼
根
津

陽
子
（
西
浦
東
）
　
五
万
円
（
香
典

返
し
）
▼
湯
沢
勝
十
四
（
田
中
町
東
）

一
万
円
（
香
典
返
し
〉
▼
金
沢
市
代

（
馬
場
）
　
十
五
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
関
口
薫
（
稲
荷
町
二
）
二
万
κ
千

円
（
香
典
返
し
）
▼
宮
ド
歯
車
会

千
三
百
円
相
当
の
学
用
品
を
交
通
遺

七
う簿
〕
・
）

　　参β一触鵜師

　　　、・　』■

2

迄
、
桔

卒
督

◎置磁、幽・ン髪＼つ

児
二
十
一
名
に
そ
れ
多
、
れ
寄
贈
　
公

民
館
へ
▼
心
和
会
（
山
田
熊
蔵
代
表
）

、
万
丘
f
円
▼
山
口
誠
士
　
丸
テ
ー

ブ
ル
κ
脚
▼
下
条
地
区
婦
入
会
　
丸

テ
ー
ブ
ル
ニ
脚
▼
藤
巻
誠
　
ス
テ
レ

オ
一
台
▼
川
治
地
区
公
民
館
促
進
委

（
遠
田
文
平
代
表
）
　
騰
写
フ
ァ
ッ

ク
ス
他
一
．
．
十
二
件

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
二
十
一
日
囲
　
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
、
山
新
田
・
小
貫
・
殿

畑
・
東
枯
木
又
・
西
桔
木
又
　
▼
四

月
二
十
一
日
囲
　
正
午
～
午
後
四
時

ま
で
、
蕨
平
・
上
田
原
・
高
場
・
美

女
木
・
軽
沢
　
▼
四
月
二
十
四
日
旧

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、
新
宮
．
土

市
の
一
部
　
▼
四
月
二
十
四
日
旧

午
後
一
時
～
四
時
圭
で
、
山
本
四
r
市

目
の
一
部
・
山
本
五
丁
目
・
本
町
．

r
目
上
、
下
・
本
町
東
一
r
目
の
一

部
・
本
町
二
丁
目
の
一
部
鳥

　　　の■市勢／人口…50，500人（男24，713・女25，787人）／世帯数…l　l，981／面積…211．44k㎡（3月1日現在）


